
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

出
席
者
は
2
時
頃
か
ら
続
々
と

式
典
会
場
で
あ
る
「
富
士
の
間
」

前
に
参
集
。
懐
か
し
い
顔
を
見

つ
け
た
人
達
が
、
あ
ち
こ
ち
で

話
の
輪
を
つ
く
り
、
和
や
か
な

空
気
に
包
ま
れ
た
。

式
典
は
、
5
0
0
人
の
列
席

者
を
迎
え
て
開
式
。
バ
イ
オ
リ

ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
に
よ
る

ピ
ア
ノ
三
重
奏
で
「
学
園
讃
歌
」

が
演
奏
さ
れ
る
な
か
、
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
て
、
大

学
、
高
校
、
中
学
の
順
で
粛
々

と
校
旗
が
入
場
し
、
舞
台
中
央

に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
。

大
川
理
事
長
式
辞

開
会
の
辞
の
後
、
大
川
陽
康

理
事
長
は
、
式
辞
の
な
か
で
、

1
9
0
7
（
明
治
40
）
年
に
中

堅
技
術
者
の
養
成
を
目
的
と
し

て
、
東
京
市
小
石
川
区
小
日
向

水
道
端
町
に
創
設
さ
れ
た
本
学

園
の
前
身
で
あ
る
「
東
京
工
科

学
校
」
の
誕
生
、
そ
の
後
の

度
々
の
火
災
と
復
興
、
戦
後
の

再
建
な
ど
、
本
学
園
の
苦
難
の

歴
史
と
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
き

た
た
く
ま
し
さ
を
語
っ
た
。
そ

の
後
、
学
園
創
立
60
周
年
を
機

に
設
立
し
た
日
本
工
業
大
学
、

そ
し
て
、
1
0
0
周
年
事
業
と

し
て
平
成
17
年
度
か
ら
開
設
さ

れ
た
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
専
門

職
大
学
院
、
専
門
学
校
等
に
触

れ
、
こ
の
1
世
紀
の
間
に
本
学

園
を
支
え
て
き
た
多
く
の
方
々

に
深
い
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

ま
た
、
本
学
園
か
ら
は
約
8
万

人
が
巣
立
っ
て
い
る
が
、
「
こ
れ

ま
で
の
成
果
に
甘
ん
ず
る
こ
と

な
く
、
時
代
に
先
ん
じ
て
挑
戦

し
て
い
く
」
と
、
本
学
園
の
理

念
で
あ
る
実
工
学
教
育
の
次
の

1
0
0
年
へ
向
け
て
の
更
な
る

推
進
を
、
力
強
く
宣
言
し
た
。

祝
辞続

い
て
、
来
賓
と
し
て
伊
吹

文
明
文
部
科
学
大
臣
（
磯
田
文

雄
高
等
教
育
局
私
学
部
長
が
代

理
）
、
元
文
部
大
臣
・
有
馬
朗
人

氏
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

磯
田
私
学
部
長
は
、
次
の
様

に
語
っ
た
。
1
9
0
7
年
（
明

治
40
）
年
、
貴
学
は
夜
間
の
工

業
教
育
機
関
と
し
て
発
足
し
て

以
来
、
中
堅
技
術
者
育
成
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表

す
る
。
21
世
紀
を
迎
え
我
が
国

が
国
際
社
会
の
な
か
で
豊
か
で

活
力
あ
る
国
と
し
て
持
続
的
に

発
展
し
て
い
く
に
は
、
優
れ
た

技
術
者
の
育
成
と
独
創
的
研
究

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
な
か
で
貴
学
は
時
代
に
即

し
た
挑
戦
を
続
け
て
い
る
。
今

後
も
「
実
工
学
」
と
い
う
こ
れ

ま
で
に
培
わ
れ
て
こ
ら
れ
た
実

績
を
も
と
に
、
工
業
教
育
の
新

た
な
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
希
望

し
、
ご
発
展
を
祈
念
し
て
い
る
。

元
文
部
大
臣
・
有
馬
朗
人
氏

か
ら
は
、
次
の
様
に
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。
1
0
0
年
前
、
1

9
0
7
年
と
言
え
ば
、
日
露
戦

争
（
1
9
0
4
〜
1
9
0
5
年
）

の
直
後
。
戦
艦
三
笠
の
上
で
東

郷
将
軍
が
双
眼
鏡
を
首
か
ら
下

げ
て
い
る
有
名
な
絵
を
ご
存
知

だ
と
思
う
が
、
こ
の
戦
艦
三
笠

は
イ
ギ
リ
ス
製
で
あ
る
し
、
双

眼
鏡
は
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
ツ
ア

イ
ス
製
で
あ
っ
た
。

明
治
政
府
は
、
欧
米
諸
国
に

追
い
つ
く
べ
く
1
8
7
0
（
明

治
3
）
年
に
は
、
官
営
工
業
の

中
枢
と
し
て
工
部
省
を
設
け
、

近
代
工
業
の
育
成
に
着
手
し
て

お
り
、
1
8
7
2
（
明
治
5
）

年
に
は
、
工
務
省
内
に
工
学
寮

（
後
の
東
京
大
学
工
学
部
）
を
設

け
る
な
ど
、
技
術
者
育
成
に
も

力
を
注
い
だ
。
1
8
8
1
（
明

治
14
）
年
に
は
東
京
職
工
学
校

（
現
在
の
東
京
工
業
大
学
）
と
、

坊
ち
ゃ
ん
で
有
名
な
東
京
物
理

講
習
所
（
現
在
の
東
京
理
科
大

学
）
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

貴
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
工

科
学
校
は
開
設
当
初
か
ら
本
物

に
触
れ
て
実
物
を
つ
く
っ
て
み

る
と
い
う
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク

な
学
校
で
あ
っ
た
。

日
本
は
1
9
1
4
〜
1
8

（
大
正
3
〜
7
）
年
の
第
一
次
大

戦
後
、
工
業
立
国
と
な
る
。
第

二
次
大
戦
後
の
高
度
成
長
を
支

え
た
の
は
、
工
業
高
校
の
存
在

が
大
き
い
。
1
9
6
7
（
昭
和

42
）
年
、
所
得
倍
増
が
実
現
す

る
と
い
う
背
景
の
な
か
で
、
全

国
の
工
業
高
校
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
日
本
工
業
大
学
が
開
設

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
物
に
触

れ
、
本
物
を
つ
く
っ
て
み
る
と

い
う
学
風
は
今
に
引
き
継
が
れ

て
い
る
。
今
後
、
益
々
の
発
展

を
期
待
し
て
い
る
。

学
長
謝
辞

最
後
に
学
長
・
柳
澤
章
は
次

の
様
に
謝
辞
を
述
べ
た
。
思
い

起
こ
せ
ば
20
年
前
、
こ
の
場
所

で
80
周
年
式
典
が
行
わ
れ
、
1

0
0
年
に
向
け
て
、
学
園
の
発

展
と
教
育
の
充
実
に
努
力
す
る

こ
と
を
誓
っ
た
。
関
係
す
る
皆

様
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
今

日
の
学
園
の
隆
盛
を
築
く
こ
と

が
で
き
た
。
1
0
0
年
後
の
学

園
が
更
に
更
に
飛
躍
し
て
い
く

こ
と
、
そ
の
礎
と
な
る
努
力
を

し
て
い
く
こ
と
、
今
後
一
層
努

力
、
精
進
す
る
こ
と
を
誓
い
、

皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
っ

て
謝
辞
と
す
る
。
以
上
の
謝
辞

を
も
っ
て
、
閉
式
と
な
っ
た
。
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百年記念館（LCセンター）が
いよいよ10／13にこけら落と
しとなり、その後もさまざまな
記念行事が開催される。ぜひ、
参加、観覧をお願いしたい。左
は無限を表す「メビウスの環」
をモチーフとした100周年記念
シンボルマークである。

厳 粛 に 記 念 式 典
帝国ホテル「富士の間」午後3時開式

学
園
創
立
1
0
0
周
年
を
祝
う

6
月
29
日（
金
）盛
大
に
開
催
さ
れ
た
記
念
式
典

今
年
は
、
本
学
園
に
と
っ
て
、
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
数
年
前
か

ら
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
み
、
準
備
を
重
ね
て
き
た
が
、
そ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
も
言
え
る

記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
、
学
園
創
立
記
念
日
で
あ
る
6
月
29
日
（
金
）、
帝
国
ホ
テ
ル
（
東
京
都
千
代

田
区
）
で
1
0
0
0
人
を
超
え
る
出
席
者
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
。
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学
園
の
歴
史
を
パ
ネ
ル
展
示

「
孔
雀
の
間
」
の
前
に
は
、
パ

ネ
ル
で
本
学
の
歴
史
が
展
示
さ

れ
、
祝
賀
会
の
始
ま
る
前
、
参

加
者
は
熱
心
に
パ
ネ
ル
展
示
に

見
入
っ
て
い
た
。

パ
ネ
ル
上
段
に
は
学
園
の
誕

生
か
ら
学
園
第
二
世
紀
へ
と
い

う
流
れ
で
本
学
園
の
歩
み
が
紹

介
さ
れ
、
下
段
に
は
、
学
園
の

概
要
、
学
園
の
構
成
な
ど
、
本

学
園
の
今
と
、
こ
れ
か
ら
に
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ア
ピ
ー
ル

記
念
式
典
終
了
後
、
祝
賀
会
は
2
階「
孔
雀
の
間
」に
席
を
移
し
て
、
約
1
0
0

0
人
が
参
集
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
16
時
半
か
ら
18
時
半
ま
で
2
時
間
の
祝

賀
会
で
あ
っ
た
が
、
終
止
和
や
か
に
進
行
し
、
学
園
創
立
1
0
0
周
年
を
祝
っ
た
。

さ
れ
て
い
た
。

祝
賀
会
へ

高
校
と
大
学
の
吹
奏
楽
団
メ

ン
バ
ー
で
結
成
さ
れ
た
本
学
園

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
、
さ
わ
や

か
な
音
楽
を
演
奏
す
る
な
か
、

会
場
の
入
口
に
は
大
川
理
事
長
、

柳
澤
学
長
、
大
森
校
長
ほ
か
学

園
理
事
・
評
議
員
が
金
屏
風
の

前
に
並
ん
で
、
来
賓
を
お
迎
え

し
た
。

開
会
の
前
に
は
、
総
面
積
2

4
0
0
㎡
（
約
7
3
0
坪
）
あ

る
「
孔
雀
の
間
」
は
、
列
席
し

た
人
達
で
埋
ま
り
、
立
錐
の
余

地
も
無
い
程
で
あ
っ
た
。

祝
賀
会
は
、
次
の
よ
う
な
大

川
理
事
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
っ

た
。

―
我
々
は
い
つ
も
自
分

達
の
手
で
築
い
て
い
こ
う
、
繋

げ
て
い
こ
う
と
や
っ
て
き
た
。

そ
の
姿
勢
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

我
々
の
今
日
が
あ
る
の
は
、
工

科
系
の
大
学
の
仲
間
や
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
関
係
の
方
々
の

お
陰
で
あ
り
、
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
る
。
今
日
、
こ
の
席

か
ら
我
が
学
園
の
第
二
世
紀
の

ス
タ
ー
ト
を
き
り
た
い
と
思
う
。

祝
辞次

に
来
賓
祝
辞
と
し
て
、
日

本
私
立
大
学
協
会
副
会
長
・
東

京
電
機
大
学
学
園
長
の
廣
川
利

雄
氏
、
全
国
工
業
高
等
学
校
長

協
会
理
事
長
・
田
無
工
業
高
等

学
校
校
長
・
能
智
功
氏
か
ら
挨

拶
を
頂
戴
し
た
。

廣
川
利
雄
氏
の
祝
辞
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
3
7
4
の
私
立

大
学
で
組
織
さ
れ
る
日
本
私
立

大
学
協
会
を
代
表
し
て
、
心
よ

り
お
祝
い
申
し
上
げ
る
。
貴
学

の
前
身
で
あ
る
東
京
工
科
学
校

は
小
石
川
で
東
京
府
知
事
の
設

立
認
可
を
受
け
、
3
年
後
に
神

田
錦
町
に
移
転
し
た
。
貴
学
が

設
立
認
可
さ
れ
た
1
9
0
7
年

に
は
、
東
京
電
機
大
学
の
前
身

で
あ
る
東
京
電
機
学
校
が
神
田

錦
町
に
設
立
し
て
い
た
。
わ
ず

か
3
ヶ
月
違
い
で
、
同
じ
地
域

に
開
学
し
、
双
子
の
兄
弟
の
様

に
育
っ
て
き
た
貴
学
が
1
0
0

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
う
。
1
0
0
年
の

間
に
創
立
当
時
は
想
像
も
出
来

な
か
っ
た
科
学
技
術
の
進
歩
が

あ
り
、
市
場
原
理
が
導
入
さ
れ

た
が
、
倫
理
面
・
道
徳
面
で
の

対
応
が
遅
れ
て
い
る
混
迷
の
現

代
社
会
の
な
か
で
、
教
育
の
重

要
性
は
益
々
増
し
て
い
る
。
一

層
の
躍
進
を
お
祈
り
す
る
。

続
い
て
全
国
工
業
高
等
学
校

長
協
会
理
事
長
・
能
智
功
氏
か

ら
は
、
次
の
よ
う
に
祝
辞
が
あ

っ
た
。
日
本
工
業
大
学
が
開
学

し
た
昭
和
42
年
の
大
学
進
学
率

は
普
通
高
校
も
含
め
、
13
％
弱

で
あ
っ
た
。
優
秀
な
工
業
高
校

生
で
も
進
学
が
難
し
く
、
素
質

と
意
欲
に
恵
ま
れ
た
生
徒
に
対

し
、
大
学
進
学
に
苦
慮
し
て
い

た
。
そ
ん
な
時
、
工
業
高
校
の

教
育
の
確
か
さ
を
認
め
、
工
業

高
校
の
教
育
に
接
続
す
る
大
学

を
設
立
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
、

我
々
に
と
っ
て
ま
さ
に
夢
の
様

で
あ
っ
た
。
現
在
、
6
4
6
の

会
員
校
が
あ
り
、
会
員
校
の
活

性
化
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
し
て
い
る
が
、
出
前
授
業
、

も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
、
ロ

ボ
ッ
ト
相
撲
大
会
等
で
、
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
。
貴
学
の
更

な
る
充
実
と
発
展
を
祈
念
し
て

い
る
。

乾
杯
は
、
3
つ
の
4
斗
樽
が

壇
上
に
上
げ
ら
れ
、
海
外
協
定

校
か
ら
の
出
席
者
、
同
窓
会
O

B
や
、
在
学
生
・
在
校
生
の
父

母
等
々
本
学
園
と
関
係
の
深
い

17
人
に
、
赤
い
ハ
ッ
ピ
を
着
て

壇
上
に
あ
が
っ
て
い
た
だ
き
、

一
斉
に
鏡
開
き
を
行
っ
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

江
戸
消
防
記
念
会
第
一
区
有
志

一
同
に
よ
る
「
江
戸
木
遣
り
」

が
披
露
さ
れ
た
。「
江
戸
木
遣
り
」

は
、
本
学
園
ゆ
か
り
の
神
田
に

因
ん
で
お
願
い
し
た
も
の
。
ま

た
、
昔
か
ら
祝
い
ご
と
の
席
で

歌
わ
れ
て
お
り
、
学
園
創
立
80

周
年
の
祝
賀
会
で
も
披
露
さ
れ
、

本
学
園
の
伝
統
と
な
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

次
に
、
映
像
に
よ
る
本
学
園

の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

学
園
設
立
当
初
か
ら
、
現
在
ま

で
の
歩
み
を
、
一
部
は
ム
ー
ビ

ー
、
一
部
は
静
止
画
像
で
18
分

の
映
像
に
ま
と
め
た
も
の
。
次

第
に
戦
時
色
の
強
く
な
る
世
相

を
反
映
し
た
学
校
教
練
や
富
士

野
外
教
練
の
様
子
、
第
二
次
大

戦
後
、
駒
場
に
移
転
し
た
頃
の

実
習
工
場
の
映
像
は
、
今
や
歴

史
的
価
値
の
あ
る
貴
重
な
も
の

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

続
い
て
、
付
属
東
京
高
等
学

校
の
出
身
で
あ
る
歌
手
の
河
村

隆
一
氏
に
作
詞
・
作
曲
を
依
頼

し
た
記
念
歌
『
そ
の
翼
で
』
が

C
D
で
披
露
さ
れ
、
新
た
な
感

動
を
生
ん
だ
（
歌
詞
は
、
本
紙

3
面
に
掲
載
）。

閉
会
の
辞

最
後
に
、
本
学
園
の
中
学
・

高
校
の
校
長
で
あ
る
大
森
和
夫

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
た
。
明
日

か
ら
学
園
は
第
二
世
紀
へ
向
か

っ
て
旅
立
つ
。
付
属
中
学
・
高

校
は
来
年
4
月
か
ら
、
日
本
工

業
大
学
駒
場
中
学
校
、
日
本
工

業
大
学
駒
場
高
等
学
校
と
校
名

を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
既
設

学
科
に
加
え
、
共
学
の
普
通
科

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
大
学
を
先
頭
に
一
丸

と
な
っ
て
進
ん
で
い
き
た
い
と
、

決
意
を
表
明
。
以
上
で
百
周
年

式
典
・
祝
賀
会
は
滞
り
無
く
閉

会
し
た
。

6
月
28
日
（
木
）
18
時
よ
り
、

「
こ
ま
ば
エ
ミ
ナ
ー
ス
」
に
て
海

外
協
定
校
等
か
ら
学
園
創
立
1

0
0
周
年
式
典
・
祝
賀
会
に
参

加
す
る
来
賓
を
招
い
て
の
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
し
た
の
は
、
中
国
の

「
華
中
科
技
大
学
」
、
台
湾
の

「
高
苑
科
技
大
学
」
、
「
中
国
科
技

大
学
」
、
「
南
台
科
技
大
学
」
タ

イ
の
「
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工

科
大
学
」
、
ア
メ
リ
カ
の
「
イ
リ

ノ
イ
大
学
」
カ
ナ
ダ
の
「
レ
ス

ブ
リ
ッ
ジ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
の
7

つ
の
協
定
校
学
長
ら
と
、
大
学

海
外
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉

海
外
か
ら
の
来
賓
を
招
い
て
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
開
催

6
28

の
産
学
連
携
の
一
つ
と
し
て
学

長
が
開
発
し
た
技
術
に
基
づ
き

共
同
の
会
社
を
設
立
し
て
い
る

ベ
ル
ギ
ー
の
「
ベ
カ
ル
ト
社
」

の
幹
部
の
方
々
。

パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
柳
澤
学
長

の
歓
迎
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

7
校
1
社
の
紹
介
の
後
、
森
下

付
属
高
校
副
校
長
の
乾
杯
に
よ

り
歓
談
に
入
っ
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
各

代
表
か
ら
、
中
国
語
、
英
語
、

タ
イ
語
な
ど
様
々
な
言
語
で
心

の
こ
も
っ
た
お
祝
い
の
ス
ピ
ー

チ
を
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国

柄
や
本
学
へ
の
思
い
が
感
じ
ら

れ
る
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
学

園
か
ら
は
、
御
礼
と
し
て
江
戸

切
子
の
グ
ラ
ス
が
贈
ら
れ
た
。

会
場
は
国
際
色
に
溢
れ
、
各

協
定
校
も
積
極
的
に
交
流
を
深

め
る
中
、
原
副
学
長
が
日
本
流

の
三
本
締
め
を
伝
授
し
て
名
残

惜
し
く
閉
会
し
た
。

海
外
来
賓
の
一
行
は
、
1
0

0
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
に

出
席
し
た
ほ
か
、
大
学
、
付
属

高
校
、
専
門
職
大
学
院
な
ど
も

見
学
し
帰
国
し
た
。

（2） 平成19年9月14日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第148号

青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
開

発
者
と
し
て
著
名
な
中
村
修
二

氏
に
よ
る
「
青
色
L
E
D
開
発

秘
話
」
と
題
し
た
講
演
会
が
6

月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

企
画
は
学
園
創
立
1
0
0
周
年
、

大
学
設
立
40
周
年
を
迎
え
、
工

友
会
が
主
催
し
日
本
工
業
大
学

が
後
援
し
た
も
の
で
あ
る
。
従

来
工
友
会
の
活
動
は
、
研
究
室

O
B
会
の
開
催
援
助
等
卒
業
生

を
対
象
と
し
て
い
た
。
し
か
し

平
成
16
年
度
か
ら
、
学
生
（
工

友
会
の
準
会
員
）
に
対
す
る
工

友
会
奨
学
金
制
度
を
設
立
す
る

な
ど
、
在
学
生
に
対
す
る
支
援

活
動
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今

回
の
講
演
は
広
い
意
味
で
の
学

生
支
援
と
し
て
、
会
社
で
の
仕

事
・
研
究
の
進
め
方
を
知
っ
て

も
ら
い
、
学
業
を
修
め
る
上
で

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
一

助
に
な
れ
ば
と
企
画
し
た
も
の

で
あ
る
。
中
村
修
二
氏
を
招
く

こ
と
が
出
来
た
の
は
、
同
氏
の
兄

で
、
本
学
電
気
工
学
科
卒
業
（
5

期
生
）
で
も
あ
る
中
村
康
則
氏
の

ご
尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
著
名
な
先
生
の

講
演
は
、
普
段
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
近
隣
の
方
々
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
た
い
と
の
大
学
の

意
向
も
反
映
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
学
園
が
第
二
世
紀
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
地
域
に
開
か
れ
た

大
学
を
目
指
す
と
い
う
考
え
か

ら
も
宮
代
町
・
杉
戸
町
・
久
喜

市
等
の
広
報
誌
に
案
内
を
掲
載

し
た
。
そ
の
予
想
を
大
き
く
上

回
る
7
0
0
名
余
り
の
応
募
が

あ
り
、
2
教
室
を
予
定
し
て
い

た
講
演
会
場
を
急
遽
3
教
室
に

増
や
し
た
。
4
号
館
の
4
0
1

教
室
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
、
隣

の
4
0
2
教
室
の
ス
ク
リ
ー
ン

に
ラ
イ
ブ
中
継
し
、
L
A
N
回

線
で
双
方
向
通
信
が
可
能
な
情

報
工
学
科
の
マ
ル
チ
メ
デ
イ
ア

教
室
も
使
用
。
参
加
者
は
、
近

隣
の
方
々
5
0
0
名
、
学
生
3

3
0
名
、
教
職
員
1
0
0
名
、

O
B
70
名
、
そ
の
他
招
待
者
20

名
を
加
え
た
1
0
2
0
名
と
、

ま
さ
に
大
入
り
満
員
と
な
っ
た
。

講
演
は
、
第
2
次
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
で
不
況
の
な
か
、
日
亜

化
学
工
業
に
入
社
し
た
い
き
さ

つ
と
赤
外
L
E
D
の
開
発
に
お

け
る
苦
労
話
か
ら
始
ま
っ
た
。

当
時
の
日
亜
化
学
は
従
業
員
3

0
0
名
程
度
の
中
小
企
業
で
あ

る
。
こ
こ
で
の
研
究
設
備
や
資

金
は
大
学
に
お
け
る
卒
業
研
究

の
現
場
に
類
似
の
環
境
で
あ
り
、

特
に
4
年
生
の
卒
研
生
の
み
な

ら
ず
工
業
高
校
出
身
で
実
習
を

体
験
し
て
い
る
多
く
の
学
生
に

と
っ
て
中
村
氏
の
苦
労
話
や
失

敗
談
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ

る
話
で
一
気
に
引
き
込
ま
れ
て

い
っ
た
。
今
回
の
講
演
に
お
い

て
一
番
強
調
さ
れ
た
こ
と
は
、

「
得
意
な
事
、
好
き
な
事
」
を
仕

事
に
生
か
す
こ
と
、
あ
る
い
は

生
か
せ
る
環
境
を
み
ず
か
ら
築

い
て
い
く
こ
と
が
成
功
に
繋
が

る
近
道
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
研
究
開
発
に
お
け
る
仕
事

ぶ
り
は
楽
し
そ
う
に
話
さ
れ
た

が
、
そ
れ
は
み
ず
か
ら
望
ん
だ

好
き
な
事
だ
か
ら
で
、
命
令
さ

れ
て
楽
し
く
で
き
る
も
の
で
は

無
い
は
ず
で
あ
る
。
「
得
意
な
事
、

好
き
な
事
を
仕
事
に
す
る
」
と

は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る

が
、
実
社
会
で
こ
れ
を
実
現
す

る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。

青
色
発
光
L
E
D
の
開
発
は
社

長
に
直
訴
し
て
開
発
費
の
使
用

を
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
わ
け
で
あ
り
、
そ

れ
は
「
技
術
開
発
指
向
の
強
い

中
小
企
業
」
な
ら
で
は
の
話
し

で
あ
る
。
好
景
気
に
支
え
ら
れ

た
大
企
業
指
向
の
就
職
戦
線
に

お
い
て
就
職
先
を
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
学
生
に
と
っ
て
、

中
村
氏
の
成
功
体
験
に
基
づ
く

話
は
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

同
氏
は
、
2
0
0
0
年
に
日

亜
化
学
を
退
社
し
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ

校
の
材
料
物
性
工
学
科
教
授
に

着
任
。
そ
こ
で
は
日
米
の
学
校

教
育
に
対
す
る
考
え
方
に
気
づ

く
。
全
て
の
科
目
に
平
均
以
上

の
得
点
を
要
求
す
る
日
本
と
、

得
意
な
科
目
を
重
点
的
に
伸
ば

す
教
育
を
進
め
る
ア
メ
リ
カ
と

を
対
比
し
て
熱
弁
を
ふ
る
わ
れ

た
。
ア
メ
リ
カ
の
あ
る
高
校
を

例
に
出
し
、
好
き
な
こ
と
を
さ

せ
る
授
業
が
い
か
に
個
人
の
能

力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
か
、

ま
た
そ
の
環
境
が
ク
ラ
ス
あ
る

い
は
学
校
の
活
性
度
を
い
か
に

高
め
る
か
を
示
さ
れ
た
。

約
1
時
間
30
分
の
講
演
は
、

巧
み
な
弁
舌
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
実
学
を
重
視
す
る
本
学
の

薫
陶
を
受
け
た
学
生
に
と
っ
て

極
め
て
分
か
り
や
す
く
興
味
深

い
も
の
で
あ
っ
た
。
質
疑
応
答

に
お
い
て
も
、
学
生
諸
君
か
ら

活
発
な
質
問
が
で
た
。
そ
の
内

容
も
卒
業
研
究
で
良
い
結
果
が

で
な
い
悩
み
を
例
に
出
し
て
解

決
す
べ
き
道
筋
を
問
う
と
い
っ

た
、
真
摯
な
積
極
性
に
富
む
内

容
で
、
本
学
学
生
の
す
ば
ら
し

さ
を
再
認
識
し
た
。

（3） 平成19年9月14日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第148号

工友会主催

6／30（土）中村修二氏講演

「青色LED開発秘話」
よろこびの祝賀会 1000人が参加し盛大に開催

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k6/28（木）に開催された海外からの来賓を招いての歓迎レセプ
ション

①祝賀会受付風景　②③パネル展示に見入る来場者　④来賓のお迎え ⑤挨拶する大川理事長　⑥鏡開き ⑦江戸木遣り ⑧日本私立大学協会副会長・廣川利雄氏祝辞　⑨帝国ホテルが腕をふるった料理　⑩河村隆一氏作詞・作曲による記念歌の披露　⑪「日本工業大学」の
提灯を先頭にした木遣り ⑫映像による本学園の紹介　⑬全国工業高等学校長協会理事長・能智功氏祝辞

①講演する中村修二氏　②メイン会場となった401教室　③質問する近隣の参加者　④タンザニアからの留学生　
⑤近い分野の研究をするシステム工学科・鈴木敏正教授　⑥熱心に耳を傾ける学生達

⑭高校と大学のメンバーで結成された本学園ブラスバンド ⑮産学交流について談笑する柳澤学長　⑯中村修二氏（左）も参加　⑰来賓と100周年を祝う大川理事長
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―創立100周年記念歌―

『その翼で』

詞・曲　河村　隆一

時はゆく その瞳に 映る全てを

乗せてゆく その風に 色づきながら

今　翼を 力の限り 羽ばたかせよう 君は 風になれる

もしも今　夢抱くのなら それがどんなに 大きな夢でも．．．

恐れずに 今 その翼で

時はなる その胸の ふるえに合わせ

リンリンと 魂を 燃やし続ける

たとえ翼を 痛めたとしても 君の隣には 仲間があるだろう

もしも今　夢破れても また新しい笑顔　見つけよう

つかめない 時も 太陽の下

もしも今　夢抱くのなら それがどんなに 大きな夢でも．．．

叶う事ない 夢なんてない

こ
の
よ
う
な
学
生
の
良
さ
を

引
き
だ
し
た
中
村
氏
の
今
回
の

講
演
は
大
成
功
で
あ
っ
た
と
言

え
る
。
ま
た
、
図
書
館
で
は
今

回
の
講
演
に
合
わ
せ
て
中
村
修

二
氏
の
著
作
や
関
連
の
新
聞
記

事
な
ど
を
集
め
、
閲
覧
で
き
る

特
別
企
画
を
実
施
し
た
。
講
演

会
終
了
後
、
友
人
と
連
れ
だ
っ

て
閲
覧
し
感
想
を
述
べ
合
う
学

生
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
こ
と

を
付
記
し
て
お
く
。

募金のお願い

本学百周年記念事業として「百年記念館」（図書館・情報複合施
設）を建設します。是非とも皆様の絶大なるご支援を仰ぎたく、
募金にご協力賜りますようお願い申し上げます。
■募金目標額　9億円
■募金の期間　平成20年3月31日まで
■募金をお願いする方
■Ⅰ個人の場合（特定公益増進法人寄付金）

……担当：法人事務局
（在校生父母、卒業生、一般篤志家、教職員等）
１口　１万円（できれば２口以上）
お問い合わせは、法人事務局まで　TEL：03-3467-2132
■Ⅱ法人の場合（受配者指定寄付金）……担当：大学財務部
（取引先企業、卒業生・在校生父母の自営企業、その他の企業等）
１口　10万円（なるべく多くの口数をお申し込みください
ますようお願いいたします）
お問い合わせは、本学財務部経理課まで
TEL：0480-33-7504

■Ⅰならび■Ⅱともに寄付金の減免税措置が受けられます。
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日
本
工
業
大
学
主
催
、
宮
代

町
教
育
委
員
会
、
久
喜
市
教
育

委
員
会
の
後
援
、
（
株
）
サ
ン
精

密
化
工
研
究
所
の
協
賛
を
得
て
、

6
月
9
日
（
土
）
本
学
学
友
会

館
ホ
ー
ル
で
開
催
。
地
元
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、

会
場
3
0
0
席
の
う
ち
、
2
8

0
名
を
招
待
し
た
。

出
演
は
N
H
K
交
響
楽
団
所

属
の
演
奏
家
を
中
心
に
7
名
。

軽
妙
な
話
術
で
楽
器
の
説
明
や

演
奏
曲
目
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
、
2
時
間
に
わ
た
り

9
曲
が
演
奏
さ
れ
、
大
好
評
を

博
し
た
。

学園創立100周年を記念し、さまざまな
記念行事が開催されたので、ご紹介する。

学
園
創
立
1
0
0
周
年
記
念

事
業
で
あ
る
図
書
館
・
情
報
複

合
施
設
「
百
年
記
念
館
」
（
地
上

9
階
、
地
下
1
階
）
の
建
設
は
、

昨
年
3
月
17
日
の
起
工
式
以
来
、

営
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
こ
の
9
月
初
め
に
無
事

完
成
し
た
。
お
よ
そ
1
年
5
ヶ

月
の
工
期
で
あ
っ
た
。

9
月
10
日
か
ら
は
、
旧
図
書

館
か
ら
、
図
書
の
引
っ
越
し
作

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
百
年
記
念
館
」
は
、
本
学
の

新
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、

ユ
ニ
ー
ク
な
外
観
が
話
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
9
月
29
日
（
土
）

の
竣
工
式
に
続
い
て
、
10
月
13

日
（
土
）
に
は
「
百
年
記
念
館

オ
ー
プ
ン
記
念
講
演
」
が
開
催

さ
れ
、
い
よ
い
よ
稼
働
を
始
め

る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
1
週
間
は
、
下
記
の

様
に
百
年
記
念
館
の
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
教
室
を
会
場
と
し
、
1

週
間
に
わ
た
っ
て
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
映
画
祭
（
学
生
が
選
ん
だ
映

画
鑑
賞
会
）
や
学
生
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
（
学
生
に
よ
る
演
奏
・

演
劇
鑑
賞
会
）
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
20
日
（
土
）
の
論
文
コ
ン

テ
ス
ト
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
コ

ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
で
締
め
く

く
る
。
こ
の
学
生
を
主
体
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
、
百
年

記
念
館
を
訪
れ
、
新
し
い
知
の

拠
点
と
し
て
、
積
極
的
な
活
用

を
し
て
ほ
し
い
。

■論文コンテスト・シンボルマークコンテスト
既にご案内の様に、学生が参加する100周年記念行事として「論

文コンテスト」「シンボルマークコンテスト」を下記テーマで実施
している。提出期限は9月28日（金）。まだ間に合うので奮って応
募してほしい。応募要領等の詳細は、本学ウェブページを確認の
こと。審査結果の発表は10月20日（土）に百年記念館で行う。

●論文コンテスト　募集テーマ
①科学技術と日本工業大学の将来
②私が考える日本工業大学及び自分自身の役割
●シンボルマークコンテスト　募集テーマ
①ゴミ関係（ゴミのポイ捨て禁止等）
②タバコ関係（禁煙、喫煙マナー遵守等）
③自転車関係（ルールやマナーの遵守）

■10/13（土） 百年記念館オープン記念講演
・第一部　記念講演　教育ジャーナリスト　山岸駿介氏
「大学のエクセレンス－大学教育に求められるもの」
・第二部　トークセッション
「大学がかわる－日本工業大学の挑戦」
・設計者による施設案内

10/13（土）13時から、百年記念館オープン講演が開催される。
第1部は教育ジャーナリスト・山岸駿介氏による記念講演、第2部
はトークセッションで、その後、設計者（小川次郎准教授）による
施設見学が予定されている。なお、パネル展示「百年記念館がで
きるまで」が10月1日（月）から20日（土）まで開催される。

日時：10月13日（土）13：00～15：30
会場：百年記念館　1階マルチメディア教室およびカフェ棟
講演者：山岸駿介（やまぎし　しゅんすけ）氏プロフィール
1935年 東京生まれ。1958年　新潟大学人文学部法律学科卒業。
1970年　新聞連載「明日の日本海」で菊池寛賞受賞。朝日新聞編
集委員、大学教育学会理事、多摩大学教授等を歴任。現在、教育
ジャーナリストとして高等教育問題に取り組んでいる。

■百年記念館オープニング映画祭
～学生が選んだ映画鑑賞会～

百年記念館の150名収容のマルチメディア教室で150インチのス
クリーンを使って劇場感覚で名画を鑑賞する。
【上映映画】
①在籍する留学生の母国の文化を紹介するものとして、韓国、タ
イ、ベトナム等のVTR（それぞれ15分～30分程度）と②学生の選ん
だ劇場映画を2本、および③アジア映画（中国を予定中）1本を予定
している。
【日時・放映内容】
・日時：10月15日（月）～17日（水）18：30～2時間程度
・内容：各国文化紹介VTRは、全ての開催日に実施。その他のプ
ログラムは、15日と17日に学生の選んだ映画、16日にアジア映
画を予定している。

【抽選会】
・抽選番号を印刷した映画鑑賞チケットを配布し、映画鑑賞後に、
景品の当る抽選会を実施する。

■百年記念館オープニング学生パフォーマンス
～学生による演奏・演劇鑑賞会～

10月15日（月）から19日（金）の1週間、昼休み時間を利用し、マ
ルチメディア教室で学生パフォーマンスを上演する。
【実施内容】
・吹奏楽団による演奏発表：アンサンブル形式で5～6曲を演奏
・留学生による演劇等発表：1日に3種類の演目を上演
①ミャンマーの留学生による人形劇　②中国留学生によるモンゴ
ルの民族舞踊　③バングラディッシュの留学生による民謡

【日時・上演内容】
・日時：10月15日（月）～19日（金）の昼休み12：30～13：10
・15日（月）・17日（水）・19日（金）の3日間
吹奏楽団による演奏（20～30分程度）
・16日（火）・18日（木）の2日間　＊2日とも同じ内容で上演
留学生によるパフォーマンス（30分程度）

【参加の特典】
・参加者には軽い昼食を配付する予定。

こ
の
大
会
は
、
本
学
園
の
中
学

校
、
高
等
学
校
、
大
学
が
力
を

合
わ
せ
て
主
催
し
た
も
の
で
、

東
武
鉄
道
と
宮
代
町
か
ら
の
後

援
も
得
た
。

初
日
は
、
午
前
10
時
に
開
会
。

10
時
半
か
ら
の
運
転
時
間
に
は
、

観
客
も
乗
車
し
、
ミ
ニ
鉄
道
を

楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
、
森
博
嗣

（
も
り
ひ
ろ
し
）
氏
の
講
演
（
定

員
3
0
0
名
）
も
開
催
さ
れ
た
。

二
日
目
は
、
午
前
10
時
に
運
転

を
開
始
、
午
後
2
時
の
閉
会
式

を
は
さ
ん
で
3
時
の
ラ
ス
ト
ラ

ン
ま
で
、
ミ
ニ
鉄
道
を
満
喫
し

た
。ド

イ
ツ
、
台
湾
、
カ
ナ
ダ
な

ど
海
外
か
ら
の
友
情
参
加
も
あ

り
、
参
加
台
数
は
2
日
間
で
延

べ
1
0
0
台
に
の
ぼ
り
、
来
場

者
は
、
ミ
ニ
鉄
道
愛
好
家
、
地

元
市
民
な
ど
、
2
日
間
で
延
べ

3
0
0
0
人
に
も
及
ん
だ
。

（4） 平成19年9月14日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第148号

演
奏
後
、
花
束
贈
呈

学園創立100周年記念コンサート

「ハープと室内楽の夕べ」

校
長
協
会
、
精
密
工
学
会
マ
イ

ク
ロ
／
ナ
ノ
シ
ス
テ
ム
研
究
専

門
委
員
会
の
後
援
を
得
て
、
本

学
主
催
の
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
た
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
1
イ
ン

チ
（
2
・
54
cm
）
角
の
ロ
ボ
ッ

ト
が
、
所
定
の
コ
ー
ス
を
自
立

的
に
走
行
し
、
時
間
を
競
う
も

の
。
走
行
競
技
用
グ
ラ
ン
ド
は

A
2
サ
イ
ズ
（
約
40
cm
×
60
cm
）

の
黒
い
ケ
ン
ト
紙
で
、
そ
こ
に

描
か
れ
た
5

mm
幅
の
白
い
線
上

を
ロ
ボ
ッ
ト
に
追
跡
さ
せ
る
。

わ
ず
か
1
イ
ン
チ
角
の
ロ
ボ
ッ

ト
内
に
C
P
U
や
バ
ッ
テ
リ
ー

9
月
1
日
（
土
）
の
10
時
半
〜
16
時
、
埼

玉
県
教
育
委
員
会
、
（
社
）
全
国
工
業
高
等
学

を
搭
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
参
加
を

促
す
た
め
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
ッ
ト

キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
や
、
工
業

高
校
の
先
生
や
生
徒
を
対
象
に
、

必
要
な
基
礎
技
術
等
を
身
に
つ

け
る
講
習
会
・
工
作
教
室
な
ど

を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
、
当

日
は
工
業
高
校
を
中
心
に
2
0

0
台
近
い
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
ッ
ト

が
エ
ン
ト
リ
ー
。
参
加
人
数
は

3
0
0
人
近
く
に
の
ぼ
り
、
非

常
に
盛
会
で
あ
っ
た
。
な
お
、

本
学
の
担
当
窓
口
は
、
工
業
教

育
研
究
所
・
原
田
教
授
、
機
械

工
学
科
・
中
里
准
教
授
。

9
月

8
日

（
土
）
〜
9
月

9
日
（
日
）
の

2
日
に
わ
た
っ

て
、
ミ
ニ
鉄
道

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
た
。

ベ
ス
ト
32
に
入
り
、
大
会
第
2
次
予
選
を
戦
う
高
校
生

同フェスティバルのポスター

9／1（土） 第1回

日本工業大学マイクロロボットコンテスト
高校生大会

9／8（土）～9／9（日）
付属中学・高校・大学主催
ミニ鉄道フェスティバル

新
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
「
百
年
記
念
館
」

オ
ー
プ
ン
に
向
か
っ
て
着
々
と
進
行
中

■百年記念館イベントスケジュール
10月

13（土） 14（日） 15（月） 16（火） 17（水） 18（木） 19（金） 20（土）

● ● ● ●
百年記念館 映画祭 表彰式

オープン記念講演 ● ●
学生パフォーマンス（昼休み）

華やかに開催される記念行事華やかに開催される記念行事学園創立100周年

今後の学園創立100周年記念行事

①「百年記念館」外観（平成19年6月） ②起工式（平成18年3月17日） ③基礎工事（平成18年7月） ④鉄骨建方（平成18年9月）
⑤外壁ガラス工事（平成19年3月）
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サン精密化工研究所の寄付講座

「NCものづくり工房」秋学期開講
＊受講者募集中＊

工房責任者・システム工学科教授・鈴木清

精
密
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
の

金
型
設
計
・
製
作
、
射
出
成
形

に
卓
越
し
た
独
自
の
技
術
を
持

つ
サ
ン
精
密
化
工
研
究
所
（
埼

玉
県
久
喜
市
、
代
表
取
締
役
会

長
・
鷲
尾
政
男
氏
）
の
助
成
を

受
け
、
本
学
と
し
て
は
初
め
て

の
寄
付
講
座
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス

タ
ー
エ
ク
セ
レ
ン
ト
「
N
C
も

の
づ
く
り
工
房
」
が
秋
学
期
か

ら
開
講
す
る
。
工
房
責
任
者
は
、

シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
鈴
木
清
教

授
。サ

ン
精
密
化
工
研
究
所
は
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
携
帯
電
話

等
の
精
密
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品

を
供
給
し
て
い
る
。
主
要
取
引

先
は
ソ
ニ
ー
、
キ
ャ
ノ
ン
、
シ

ャ
ー
プ
な
ど
で
あ
る
が
、
最
大

の
取
引
先
は
ソ
ニ
ー
で
、
同
社

の
製
品
の
6
割
が
ソ
ニ
ー
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
で
あ
る
。

同
社
は
、
昭
和
38
年
に
現
会

長
・
鷲
尾
氏
が
東
京
・
板
橋
で

創
業
、
事
業
拡
大
に
伴
い
昭
和

45
年
に
久
喜
市
に
本
社
・
工
場

を
移
転
し
た
。
そ
の
後
、
事
業

拡
大
を
続
け
、
現
在
、
資
本
金

8
1
0
0
万
円
、
従
業
員
1
3

9
名
。

本
学
の
教
授
陣
と
も
、
20
年

以
上
に
わ
た
る
交
流
が
あ
り
、

同
社
に
勤
務
し
て
い
る
本
学
出

身
者
も
多
い
。
こ
う
し
た
関
係

か
ら
、
本
寄
付
講
座
が
実
現
し

た
も
の
で
あ
る
。

当
面
は
秋
学
期
か
ら
シ
ス
テ

ム
工
学
科
1
年
生
10
名
前
後
を

対
象
に
「
N
C
も
の
づ
く
り
工

房
Ⅰ
」
を
開
講
す
る
。
平
成
20

年
度
春
学
期
に
は
2
年
生
を
対

象
に
「
同
工
房
Ⅱ
」
、
秋
学
期
に

は
「
同
工
房
Ⅲ
」
、
平
成
21
年

度
・
春
学
期
に
は
3
年
生
を
対

象
に
「
同
工
房
Ⅳ
」
を
順
次
開

講
し
て
い
く
。
ま
た
、
平
成
20

年
度
秋
学
期
に
は
、
機
械
工
学

科
に
も
対
象
を
広
げ
て
い
く
予

定
。同

工
房
の
目
的
は
、
企
業
で

生
産
に
活
用
さ
れ
て
い
る
「
N

C
も
の
づ
く
り
技
術
の
基
礎
」

を
習
得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、

受
講
生
は
、
座
学
と
実
習
に
よ

り
、
企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る

「
先
端
も
の
づ
く
り
技
術
」
を
習

得
す
る
。

「
未
来
の
匠
を
創
造
す
る
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
す
る
同

工
房
の
特
徴
は
次
の
通
り
。
①

工
房
専
用
教
室
で
、
実
際
に
企

業
で
役
立
つ
「
先
端
も
の
づ
く

り
技
術
」
を
学
べ
る
。
②
設
計

（
C
A
D
）
か
ら
製
作
（
C
A
M
）

ま
で
一
貫
し
て
「
N
C
も
の
づ

く
り
」
を
学
べ
る
。
③
ワ
イ
ヤ

放
電
加
工
機
、
M
C
（
マ
シ
ニ

ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
、
最

先
端
の
工
作
機
械
を
操
作
で
き

る
。
④
N
C
も
の
づ
く
り
の
達

人
に
よ
る
C
A
D
／
C
A
M
／

N
C
加
工
の
指
導
を
受
け
ら
れ

る
。
最
終
的
に
は
、
サ
ン
精
密

に
行
っ
て
、
精
密
マ
イ
ク
ロ
部

品
を
マ
イ
ク
ロ
加
工
装
置
を
用

い
て
製
造
す
る
こ
と
も
考
え
て

い
る
。

鈴
木
清
教
授
は
、
「
企
業
で
本

当
に
役
に
立
つ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
活
用
し
た
も
の
づ
く
り
を

教
え
て
い
き
た
い
。
N
C
工
作

機
械
を
動
か
し
て
、
実
際
の
部

品
、
製
品
に
使
え
る
精
度
の
高

い
も
の
を
つ
く
れ
る
様
に
指
導

す
る
。
そ
の
為
に
は
、
寸
法
精

度
、
強
度
、
機
能
、
材
料
特
性

等
々
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
意

識
し
て
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
。

こ
れ
ら
を
『
知
っ
て
い
る
』
こ

と
で
、
社
会
に
出
た
と
き
、
非

常
な
強
み
に
な
る
だ
ろ
う
」
と

語
っ
て
い
る
。

工
房
教
育
の
公
開
成
果
報
告
会

が
、
6
月
14
日
（
木
）、
情
報
工
学

系
実
験
研
究
棟
5
階
会
議
室
に
お

い
て
、
教
職
員
・
学
生
1
0
9
名

が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
夕
方
5

時
か
ら
開
始
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

学
生
や
事
務
系
職
員
も
多
数
参
加

し
た
。

「
工
房
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成

果
発
表
と
学
生
の
声
」
と
題
し
た

今
回
の
報
告
会
で
は
、
15
工
房
の

平
成
18
年
度
活
動
に
つ
い
て
、
工

房
活
動
に
参
加
し
て
い
る
学
生
が

作
品
を
持
参
し
、
実
際
に
動
か
し

て
見
せ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
教

育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
は
ひ
と

味
違
う
学
生
中
心
の
ユ
ニ
ー
ク
な

2
時
間
半
で
あ
っ
た
。

平
成
18
年
度
の
称
号
認
定
は
37

名
で
あ
る
。
内
訳
は
、
「
カ
レ
ッ

ジ
マ
イ
ス
タ
ー
」
26
名
、
「
カ
レ

ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー

プ
ラ
イ
マ
リ

ー
」11
名
で
あ
る
。
各
工
房
の
活

動
成
果
の
概
要
は
、
次
の
通
り
。

【
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
工
房
】

も
の
づ
く
り
入
門

自
転
車
の
修
理
方
法
、
三
極

モ
ー
タ
ー
の
製
作
を
と
お
し
て

身
近
な
道
具
の
使
い
方
を
習
得

（
46
名
）
。
さ
ら
に
、
「
や
じ
ろ
べ

え
」
や
木
製
椅

子
な
ど
の
製
作

に
挑
戦
（
38
名
）
。

も
の
づ
く
り
の

楽
し
さ
に
触
れ

た
こ
と
を
、
4

人
の
学
生
が
発

表
し
た
。

物
理
体
感

ノ
ー
ベ
ル
工

房
（
6
名
）
、
源

内
工
房
（
4
名
）
、

セ
ー
ガ
ン
工
房
（
6
名
）
、
テ
ス

ラ
工
房
（
2
名
）
が
あ
る
。
今
回

は
、
ノ
ー
ベ
ル
工
房
が
取
り
組

ん
だ
、
ガ
ラ
ス
製
真
空
砲
の
製

作
と
性
能
実
験
の
様
子
を
、
映

像
と
実
物
を
示
し
て
発
表
し
た
。

電
子
創
造

電
子
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
ラ
ジ

オ
製
作
。
さ
ら
に
、
回
路
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
を
用
い
た
増
幅
回
路

の
設
計
・
製
作
に
つ
い
て
報
告

（
72
名
）。

サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
建
築

サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
の
概
念

に

つ

い

て

様
々
な
角
度

か
ら
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

し
た
後
、
テ

ン
ト
に
よ
る

空
間
体
験
と

居
住
環
境
の

測
定
実
習
。
さ
ら
に
、
冬
暖
か

い
パ
ッ
シ
ブ
一
坪
ハ
ウ
ス
を
設

計
・
製
作
し
（
12
名
）
、
室
内
環

境
の
比
較
実
験
を
試
み
た
様
子

を
、
学
生
が
説
明
し
た
。

【
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー

エ
ク
セ
レ
ン
ト
工
房
】

機
械
加
工

1
年
次
か
ら
3
年
次
ま
で
の

各
製
作
目
標
を
も
と
に
、
ミ
ニ

旋
盤
の
部
品
作
製
か
ら
組
立
・

完
成
ま
で
を
体
験
し
、
本
格
的

な
加
工
技
術
を
習
得
し
た
（
7

名
）
。
発
表
し
た
学
生
は
、
「
常

に
や
り
遂
げ
る

力
、
他
で
は
経

験
で
き
な
い
体

験
、
完
成
は
仲

間
と
の
助
け
合

い
の
結
果
で
あ

っ
た
」
と
強
調

し
た
。

型
技
術

携
帯
電
話
ス

タ
ン
ド
お
よ
び
2
色
成
形
駐
車

カ
ー
ド
の
設
計
・
金
型
製
作
を

行
い
、
噴
出
成
形
に
よ
る
試
作

品
を
製
作
（
7
名
）
。
さ
ら
に
、

試
作
品
の
不
具
合
点
を
検
討
し

た
。エ

ン
ジ
ン

独
自
に
開
発
し
た
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
の
試
作
過
程
、
運

転
実
験
の
様
子
を
、
実
物
展
示

と
と
も
に
発
表
し
た
。
T
A
と

学
生
と
の
関
わ
り
方
に
も
言
及

し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
創
造

比
較
的
小
型
軽
量
の
二
足
歩
行

ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
し
（
3
名
）、
R

O
B
O-

O
N
E
大
会
に
出
場
。
技

術
的
に
高
い
と
の
評
価
（
デ
ジ
タ

ル
リ
ン
ク
賞
）
を
得
て
、
そ
の
成

果
の
一
部
を
本
会
場
で
も
実
演
。

マ
イ
コ
ン

応
用
回
路

回
路
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ソ
フ
ト

に
よ
る
解
析
を

踏
ま
え
、
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
ア
ン

プ
を
製
作
。
各

自
が
考
案
し
た

作
品
に
つ
い
て
、

部
品
準
備
か
ら
取
り
組
み
、
ボ

イ
ス
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
作
品

を
完
成
さ
せ
た
（
41
名
）。

2
×
4
木
造
建
築

カ
ナ
ダ
人
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
を
本
学
に
招
き
、
安
全
講
習

や
2
×
4
工
法
学
習
の
後
、
実

物
大
の
模
型
を
試
作
。
そ
の
後
、

カ
ナ
ダ
研
修
所
に
赴
き
、
現
地

大
工
の
指
導
の
も
と
、
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
ゲ
ー
ト
を
建
設
。
同
時

に
英
語
研
修
も
行
っ
た
（
13
名
）
。

3
人
の
学
生
が
現
地
作
業
お
よ

び
カ
ナ
ダ
で
の
建
築
空
間
の
体

験
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

航
空
機
復
元

航
空
機
復
元
の
部
品
製
作
と

古
典
機
模
型
の
製
作
を
体
験
し
た

（
12
名
）
。
日
野
式
二
号
機
の
復

元
模
型
を
近
日
中
に
工
業
技
術

博
物
館
に
展
示
す
る
予
定
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。

マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ

4
月
か
ら
の
新
規
工
房
で
あ

る
。
真
空
プ
ロ
セ
ス
装
置
の
組

立
体
験
を
と
お
し
て
マ
イ
ク

ロ
・
ナ
ノ
の
基
礎
技
術
を
習
得

し
、
試
作
に
至
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
紹
介
。
学
生
の
参
加
状
況
も

報
告
（
9
名
）。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

活
動
先
と
し
た
複
数
の
小
学

校
に
お
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
・
使
用
方
法
を
指
導
し

た
様
子
を
報
告
（
8
名
）。「
実
際

の
現
場
で
の
構
築
に
は
、
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る

方
が
よ
い
」
な
ど
、
工
房
に
参
加

し
た
学
生
か
ら
の
積
極
的
な
提

案
が
あ
っ
た
。

福
祉
情
報
機
器
製
作

視
覚
障
害
者
用
の
オ
セ
ロ
ゲ

ー
ム
装
置
の
製
作
を
試
み
た
（
9

名
）
。
プ
ッ
シ
ュ
型
ソ
レ
ノ
イ
ド

や
タ
ッ
チ
ス
イ
ッ
チ
を
設
計
し
、

動
作
確
認
し
た
上
で
、
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
を
2
種
製
作
。

RoboCup

チ
ャ
レ
ン
ジ

「
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
2
0
0

6
」
の
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
リ
ー
グ

競
技
に
参
加
（
5
名
）
。
ま
た
、

2
0
0
8
年
の
競
技
会
参
加
を

目
指
し
て
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
サ

ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
3
号
機
を
設

計
・
製
作
し
て
い
る
。
並
行
し

て
自
主
開
発
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
搭

載
の
レ
ス
キ
ュ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
4

号
機
を
計
画
中
。

伸
び
伸
び
と
発
表
す
る
学
生

の
姿
に
は
、
工
房
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
意
図
す
る
「
学
ぶ
喜
び
を

伝
え
る
」
と
い
う
果
実
が
み
え
た
。

質
問
に
立
っ
た
酒
井
財
務
部
長
は

「
本
日
の
説
明
に
は
迫
力
が
あ
り
、

学
生
の
堂
々
と
し
た
発
表
に
は

驚
い
た
」
、
吉
見
学
生
支
援
課
長

は
「
学
生
た
ち
の
情
熱
あ
る
話
を
、

学
外
の
求
人
担
当
者
に
も
聞
い

て
も
ら
い
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感

7
月
13
日(

金)

産
学
官
連
携
セ

ミ
ナ
ー
in
日
本
工
業
大
学
が
本

学
学
友
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合

セ
ン
タ
ー
。
日
本
工
業
大
学
産

学
連
携
企
業
教
育
セ
ン
タ
ー
が

共
催
し
、
川
口
商
工
会
議
所
、

埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
（
財
）
埼
玉

り
そ
な
産
業
協
力
財
団
、
武
蔵

野
銀
行
、
埼
玉
県
信
用
金
庫
、

コ
ラ
ボ
産
学
官
埼
玉
支
部
、
埼

玉
県
産
学
官
交
流
プ
ラ
ザ
の
7

企
業
が
後
援
。
こ
れ
ま
で
、
産

学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
は
本
学
内
で

実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
産
学
官

で
の
開
催
は
初
の
試
み
で
あ
る
。

開
会
挨
拶
を
原
利
次
副
学
長

が
行
い
、
産
学
連
携
の
取
り
組

み
を
産
学
連
携
企
業
教
育
セ
ン

タ
ー
長
上
原
健
一
教
授
よ
り
説

明
し
た
。
続
い
て
、
機
械
工
学

科
の
竹
内
貞
雄
教
授
に
よ
る

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
等
超
硬
質
膜
の

形
成
技
術
と
応
用
例
」
、
野
口
裕

之
准
教
授
に
よ
る
「
多
様
な
マ

イ
ク
ロ
成
型
技
術
と
実
用
化
事

例
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

た
。
参
加
者
か
ら
、
盛
ん
に
質

疑
が
あ
り
、
時
間
の
都
合
上
打

ち
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
た
。
そ
の
後
、

研
究
室
見
学
を
行
い
終
了
と
な

っ
た
。

参
加
者
は
、
49
名
で
関
東
が

中
心
で
あ
る
が
、
静
岡
県
、
岡

山
県
と
遠
方
か
ら
も
参
加
者
が

あ
っ
た
。

産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン
タ

ー
で
は
、
今
後
9
月
か
ら
来
年

1
月
ま
で
毎
月
、
産
学
連
携
セ

ミ
ナ
ー
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、

参
加
御
希
望
の
方
は
次
に
お
問

い
合
わ
せ
を
。

﹇
問
い
合
わ
せ
先
﹈
産
学
連
携
起

業
教
育
セ
ン
タ
ー

﹇
T
E
L
﹈
0
4
8
0
‐
3
3
‐

7
5
2
2

E-m
ail ：

sangaku@
nit.ac.jp

想
を
述
べ
た
。

学
生
た
ち
が
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
製
作
課
題
に
取
り
組
む
様

子
が
窺
え
、
学
内
外
の
ど
こ
で
、

第
2
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
7
月

14
日
（
土
）
締
め
切
り
で
、
1

9
3
件
2
8
3
名
か
ら
の
応
募

が
あ
っ
た
。
昨
年
度
の
第
1
回

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
3
倍
の
応
募
が
あ
り
、
学
生

の
関
心
が
高
ま
り
喜
ば
し
い
事

で
あ
る
。

7
月
18
日
（
水
）
〜
7
月
23

日
（
月
）
に
掛
け
て
書
類
審
査

が
行
わ
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
30
件
の
一
次
審
査
通
過
者
が

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
、
ど
ん

な
も
の
を
企
画
・
設
計
し
て
い

る
の
か
が
共
有
で
き
た
。
教
員

の
声
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
、
学

決
定
さ
れ
8
月
2
日
（
木
）
と

3
日
（
金
）
に
情
報
工
学
系
実

験
研
究
棟
5
階
会
議
室
に
お
い

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
実

施
さ
れ
、
学
長
賞
・
産
学
連
携

起
業
教
育
セ
ン
タ
ー
賞
・
優
秀

賞
・
奨
励
賞
が
決
定
さ
れ
た
。

な
お
、
優
秀
賞
受
賞
者
に
は
、

副
賞
と
し
て
「
国
内
企
業
も
の

つ
く
り
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
視
察
研

修
の
旅
」
が
9
月
20
日
（
木
）

〜
23
日
（
日
）
に
本
田
技
研
浜

松
製
作
所
、
カ
ッ
タ
ー
刃
で
有

生
た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
発
想
が

出
て
く
る
こ
と
を
改
め
て
実
感

で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
学
生

と
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
教

名
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
企
業
、
協

和
ブ
レ
ー
ド
製
作
所
な
ど
の
見

学
研
修
が
実
施
さ
れ
る
。

11
月
2
日
（
金
）
に
本
学
・

学
友
会
館
に
お
い
て
表
彰
式
、

受
賞
者
に
お
け
る
発
表
会
、
特

別
講
師
を
招
い
て
の
記
念
講
演

が
実
施
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
学
生
、
一
般
、
企

業
の
方
等
、
誰
で
も
聴
講
で
き

る
の
で
是
非
ご
来
場
を
。

詳
細
は
、
本
学
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

育
に
取
り
組
む
本
学
の
姿
が
み

え
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。

（
工
房
教
育
推
進
本
部
長
・
黒
津

高
行
）

（5） 平成19年9月14日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第148号

特
色
G
P
・

工
房
教
育
の
成
果
報
告

第
16
回

教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

サン精密化工研究所
会長・鷲尾政男氏新設の「NCものづくり工房」講義室 リニア駆動ワイヤ放電加工機

発表を待つロボット創造工房の学生たち

製作課題の動作実演に注目する参加者

発表する野口准教授

研究室を案内する竹内教授

第2回ビジネスプランコンテスト 参加者リスト

日本工業大学 第2回ビジネスプランコンテスト 最終審査結果
2007年8月7日

産学連携起業教育センター

受付 学籍番号 学科
申請者

プラン名 備考番号 代表 共同申請者 その他の共同申請者

7064 1031453 M4 山田　裕也 山田　敏之 張健・ショウ育竹 オーダーメイド感覚健康サンダル 優秀賞
（センター長賞）

7034 1034414 S4 藤田　慶太 学内施設を生かした請負型の 優秀賞工業製品製造サービス
7095 1043154 A4 小倉　拓馬 篠原　充 R・Rクリーニングサービス 優秀賞

7028 1044243 S4 進藤　恵介 作曲支援ソフトの販売 優秀賞
（学長賞）

7055 1045444 C4 森田　正樹 志村　北斗
データベース自動設計ソフト
ウエアーの開発・販売及びコン 優秀賞
サルティング

7182 1053114 A3 飯野　裕司 東京自転車レンタルビジネス 優秀賞
7160 1053127 A3 植田　恵理 切り取り線付　海苔 優秀賞

7041 1063148 A2 岡田　尚久 田舎にホームステイ 優秀賞
「農業を知ろう」 （特別賞）

7002 1063163 A2 加藤　　輝 「宮代スポーツレジャーランド」 優秀賞
7137 1063357 A2 萩原　美佳 駅で手軽にできるネイルケアー 優秀賞

7078 1041138 M4 内山　大基 宇野　達巳 カーシェアリングのプランニング 奨励賞及び仲介サービス

7168 1053125 A3 伊藤　陽平 高性能栽培プランタのレンタル、 奨励賞自作野菜の販売ネットワークの提供
7111 1053321 A3 高橋　亮太 チケットブレス 奨励賞
7190 1054154 S3 金沢　年郎 モスキート･トーンを活用したビジネス 奨励賞
7174 1061335 M2 a橋　佑次 簡単操作！頂上でも作れる登山食 奨励賞
7060 1063128 A2 蛯名　聖二 日本工業大学設計事務所 奨励賞

合計 1年 2年 3年 4年
建築 73件 25件 16件 32件
情報 16件 1件 3件 12件
電気 15件 4件 6件 5件
機械 43件 22件 21件
システム 45件 27件 18件
その他 1件
総計 193件 52件 52件 88件

産
学
官
連
携
セ
ミ
ナ
ー

in
日
本
工
業
大
学

7/13（金）

第2回
ビジネスプランコンテスト

8/3（金）受賞者決定



7
月
2
日
（
月
）
か
ら
11
日

（
水
）
に
か
け
て
、
本
学
の
提
携

大
学
で
あ
る
中
国
科
技
大
学

（
台
湾
）
の
イ
ン
テ
リ
ア
科
の
教

中
国
科
技
大
学
か
ら
学
生
34
名
が
建
築
学
科
に
研
修
合
宿

今
年
は
学
園
創
立
1
0
0
周
年
で
も
あ
り
、
海
外
と
の

交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

国
際
交
流

8
月
と
9
月
は
国
内
の
ほ
ぼ

す
べ
て
の
大
学
・
大
学
院
で
は

約
2
ヶ
月
間
の
夏
季
休
暇
の
時

期
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
人

を
対
象
と
す
る
1
年
制
の
本
専

門
職
大
学
院
で
は
、
他
の
専
門

職
大
学
院
と
も
異
な
り
、
1
年

を
通
し
た
春
夏
秋
冬
4
学
期
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
多
く
の
企

業
が
休
み
と
な
る
旧
盆
時
期
の

約
10
日
間
を
除
い
て
開
校
し
、

現
在
は
夏
学
期
の
授
業
が
行
わ

れ
て
い
る
。

し
か
も
、
夏
学
期
の
授
業
の

場
合
は
、
平
日
夜
は
2
コ
マ
、

土
曜
日
は
3
コ
マ
の
集
中
講
義

で
あ
る
た
め
、
春
学
期
の
週
1

コ
マ
ず
つ
の
授
業
に
比
べ
て
格

段
に
進
む
速
度
が
早
い
。
し
か

し
、
第
3
期
生
37
名
は
、
全
員

そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
も
夏
の
暑
さ

に
も
負
け
ず
、
勤
務
を
続
け
る

と
と
も
に
授
業
に
休
ま
ず
出
席

員
4
名
と
学
生
34
名
が
来
学
し

た
。
国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
、

建
築
学
科
の
教
員
に
よ
る
台
湾

の
学
生
の
作
品
講
評
が
行
わ
れ
、

本
学
の
学
生
も
参
加
し
た
。
ま

た
、
日
光
の
歴
史
的
建
造
物
の

見
学
を
行
い
、
都
内
の
現
代
建

築
の
見
学
で
は
、
本
学
の
学
生

が
案
内
し
、
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

7
月
12
日
（
木
）
12
時
40
分

か
ら
学
友
会
館
で
、
「
留
学
生
交

流
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
本
学

で
学
ぶ
留
学
生
同
士
の
親
睦
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
学
生
支

し
、
熱
心
に
自
己
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
励
ん
で
い
る
。

ま
た
、
時
に
は
休
憩
時
間
に

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ロ
ビ
ー
や
、

ミ
ニ
庭
園
が
見
違
え
る
よ
う
に

き
れ
い
に
な
っ
た
屋
上
等
を
利

用
し
た
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
外
に

出
か
け
た
り
し
て
、
飲
み
物
を

7
月
13
日
（
金
）
に
ク
ウ
ェ

ー
ト
大
学
の
学
生
9
名
と
教
員

1
名
が
来
学
し
た
。
研
究
室
訪

問
で
は
、
大
学
院
生
が
英
語
を

駆
使
し
て
必
死
に
説
明
す
る
と
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
の
学
生
た
ち
は
熱

援
部
が
企
画
し
た
も
の
だ
。
昼

休
み
の
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ

っ
た
が
、
昼
食
を
取
り
な
が
ら

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
は

片
手
に
、
年
齢
、
経
歴
、
業
種

等
が
多
種
多
様
な
院
生
間
、
さ

ら
に
は
教
員
と
の
交
流
も
図
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
1
期
、

2
期
の
修
了
生
に

よ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
交
流
が
授
業

内
容
と
同
様
に
実

務
に
役
立
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
の
で
、
大
い

に
交
流
を
深
め
て

も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

9
月
8
日
（
土
）

午
後
に
は
、
本
大

学
院
の
本
年
度
第

1
回
目
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
改
訂

さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
用

い
て
本
大
学
院
の
概
要
と
特
徴
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
履
修
方
法
等

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
そ
こ

に
は
、
生
き
生
き
と
し
た
学
び

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち
溢
れ

て
お
り
、
工
学
は
世
界
共
通
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
成
り

得
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
ド

イ
ツ
の
同
様
の
組
織
ド
イ
ツ
・

ス
ポ
ー
ツ
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
は
、

毎
年
1
0
0
人
規
模
で
青
少
年

団
員
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
の
埼
玉
県
で
の
受
け
入

れ
は
、
宮
代
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
、
7
月
25
日
（
水
）
か
ら

8
月
4
日
（
土
）
ま
で
の
11
日

進
ん
だ
。
参
加
し
た
留
学
生
は

81
名
。
終
了
後
、
希
望
者
に
は

お
米
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

の
説
明
に
続
い
て
、
第
1
期
修

了
生
に
よ
る
特
定
課
題
研
究

（
修
士
論
文
に
代
わ
る
位
置
づ

け
）
の
発
表
、
専
任
教
授
に
よ

る
技
術
経
営
に
関
す
る
模
擬
授

業
、
修
了
生
と
在
学
生
に
よ
る

「
本
大
学
院
で
の
学
習
法
と
実
務

へ
の
活
用
」
に
関
す
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ン

パ
ス
ツ
ア
ー
（
施
設
見
学
・
説

明
）
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
に

本
大
学
院
の
特
徴
、
技
術
経
営

（
M
O
T
）
の
重
要
性
、
履
修
と

修
士
号
取
得
に
よ
る
効
果
等
を

大
い
に
P
R
す

る
こ
と
が
で
き

た
と
思
っ
て
い

る
。参

加
者
か
ら

出
さ
れ
た
入
試

方
式
や
受
験
資

格
、
勤
務
と
履

修
の
両
立
法
、

特
定
課
題
研
究

の
テ
ー
マ
選
び

と
指
導
方
法
等

に
関
す
る
質
問

に
も
丁
寧
に
答

え
る
こ
と
が
で

間
、
17
歳
か
ら
21
歳
ま
で
の
男

女
11
人
が
来
町
。
一
行
は
本
学

の
学
友
会
館
、
食
堂
を
利
用
し

た
ほ
か
、
学
内
見
学
と
本
学
で

行
わ
れ
た
夏
祭
り
（
7
月
31
日

（
火
）
〜
8
月
1
日
（
水
）
開
催
）

を
楽
し
ん
だ
。

8
月
4
日
（
土
）
、
本
学
に
お

い
て
中
国
の
衢
州
中
等
専
業
学

き
、
ま
た
個
別
相
談
に
も
応
じ

た
た
め
、
非
常
に
好
評
で
あ
っ

た
。な

お
、
本
大
学
院
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
本
年
度
あ
と

3
回
開
催
す
る
予
定
で
あ
り
、

第
2
回
以
降
の
日
程
は
別
掲
の

通
り
で
あ
る
。
次
回
以
降
も
、

関
心
の
あ
る
多
く
の
方
々
に
参

加
し
て
頂
け
る
こ
と
、
そ
し
て

来
年
度
の
4
期
生
へ
の
多
数
の

応
募
に
つ
な
が
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。

（
専
任
教
授
　
　
松
野
建
一
）

校
の
代
表
者
を
招
き
、
浙
江
省

国
際
民
間
科
技
交
流
セ
ン
タ
ー

を
仲
介
と
す
る
留
学
生
受
入
れ

に
関
す
る
協
定
書
調
印
式
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
協
定
は
、
日
工

大
に
留
学
生
と
し
て
同
校
卒
業

生
を
積
極
的
に
受
入
れ
教
育
す

る
こ
と
で
、
日
中
の
国
際
交
流

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
留
学
生
受
入

れ
に
関
し
、
今
後
も
他
の
高
校

な
ど
と
協
定
を
締
結
す
べ
く
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

7
月
7
日
、
学
生
自
治
会
が

主
催
す
る
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
数
あ
る
学
生
自

治
会
主
催
の
行
事
の
中
で
も
人

気
の
高
い
行
事
の
一
つ
で
、
今

回
も
募
集
し
て
か
ら
2
週
間
足

ら
ず
で
受
付
終
了
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
18
時
30
分
か
ら
ビ
ッ

グ
ボ
ウ
ル
杉
戸
で
34
レ
ー
ン
す

べ
て
を
貸
し
切
っ
て
行
わ
れ
た
。

1
チ
ー
ム
4
名
で
構
成
さ
れ
、

1
名
が
2
ゲ
ー
ム
行
う
。
成
績

上
位
者
と
チ
ー
ム
に
は
、
豪
華

賞
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

春
学
期
試
験
が
終
わ
る
と
、

7
月
31
日
か
ら
8
月
1
日
の
2

日
間
、
夏
祭
り
が
行
わ
れ
た
。

今
年
も
体
育
館
前
に
は
櫓
が
組

み
上
げ
ら
れ
て
、
そ
の
周
り
で

は
盆
踊
り
や
浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
様
々
な
企
画
が
行
わ
れ
た
。

学
生
た
ち
は
、
7
月
31
日
か

ら
9
月
22
日
ま
で
の
約
2
ヶ
月

間
の
夏
季
休
業
と
な
る
。
そ
の

間
に
は
、
夏
合
宿
を
行
う
ク
ラ

ブ
団
体
も
多
い
。
運
動
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
体
育
会
で
は
、

1
年
生
を
対
象
に
普
段
の
ク
ラ

ブ
活
動
で
は
体
験
で
き
な
い
、

他
の
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
図
る

た
め
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン

プ
を
計
画
。
赤
倉
山
荘
で
8
月

3
日
か
ら
5
日
ま
で
、
2
泊
3

日
の
日
程
で
実
施
し
た
。
一
方
、

文
化
系
ク
ラ
ブ
を
取
り
ま
と
め

て
い
る
文
化
団
体
連
合
会
で
も
、

1
年
生
を
対
象
に
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。
こ
ち

ら
は
、
国
立
磐
梯
青
少
年
交
流

の
家
で
8
月
31
日
か
ら
9
月
2

日
ま
で
2
泊
3
日
の
日
程
で
行

わ
れ
た
。
毎
年
、
普
段
は
交
流

を
持
ち
づ
ら
い
部
活
間
の
親
睦

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
る
。

第
39
回
若
杉
祭
は
、
11
月
2

日
か
ら
4
日
ま
で
の
3
日
間
行

わ
れ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

〜
b
a
l
1
o
o
n
〜
。
こ
れ

は
、
「
b
a
l
l
o
o
n
」
と

「
1
0
0
」
を
組
み
合
わ
せ
て
あ

る
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
学
園

が
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
、

さ
ら
に
大
き
く
風
船
の
よ
う
に

発
展
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
い

う
願
い
と
、
若
杉
祭
成
功
を
願

う
大
学
祭
実
行
委
員
会
ス
タ
ッ

フ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

例
年
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い

る

”秋
の
か
ら
っ
風
こ
ん
さ
ぁ

と
“
と

”美
男
子
コ
ン
テ
ス
ト
“

は
、
今
年
も
行
う
予
定
だ
。
み

な
さ
ん
に
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（6） 平成19年9月14日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第148号

9
／
8
開
催
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は

大
好
評
！

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

■説明会 
■模擬授業 
■パネルディスカッション 
■キャンパスツアー 等を予定 

留
学
生
交
流
会
を
開
催

宮
代
町
で
日
独
交
流

ク
ウ
ェ
ー
ト
か
ら
大
学
生
9
名
が
来
訪

浙
江
省
国
際
民
間

科
技
交
流
セ
ン
タ
ー
と

協
定
締
結

学
生
自
治
会
主
催
の

主
な
学
生
行
事

本学で先端技術研究の取り組みを 

社会人大学院生 募集！ 
（日本工業大学大学院　社会人特別選抜） 

――――― お問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係 ――――― 
TEL　0480－33－7507 　URL　http://www.nit.ac.jp

◆大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程 

■平成20年度　大学院　社会人特別選抜入試日程 

＊機械工学専攻　＊電気工学専攻　＊建築学専攻   
＊システム工学専攻　＊情報工学専攻 

 日　程 

   受付期間 面接試験 合格発表 手続締切 

 一次募集 平成19年9月27日～10月4日 10月11日 10月19日 平成20年1月25日 

 二次募集 平成20年2月14日～21日 2月28日 3月5日 平成20年3月14日 

No. 月　日 対象 学校名 参加者

1 5月 8日 1年生 茨城県立土浦工業高等学校 40名

2 5月24日 3年生 埼玉県立浦和工業高等学校 32名

3 5月24日 3年生 千葉県立市川工業高等学校 5名

4 6月 1日 3年生 群馬県立桐生工業高等学校 41名

5 6月 7日 1･2･3年生、保護者 埼玉県立春日部工業高等学校 106名

6 6月16日 2･3年生 埼玉県立越谷総合技術高等学校 23名

No. 月　日 対象 学校名 参加者

7 6月26日 1年生 日本工業大学付属東京工業高等学校 229名

8 6月27日 1年生 日本工業大学付属東京工業高等学校 209名

9 6月30日 2･3年生、保護者 安田学園高等学校 17名

10 7月11日 3年生 東京都立蔵前工業高等学校 69名

11 7月13日 2年生 東京都立足立西高等学校 6名

12 7月23日 1年生、保護者 日本工業大学付属中学校 150名

■学内見学一覧（入試室）
オープンキャンパス以外にも、本学は随時見学を受け入れている。7月迄に受け入れた学内見学は下表の通りである。

学部入試日程表

出願方式 日程

エントリー期間（AOエントリー入試） 出願期間 試験/面接 合格発表日 入学手続締切日

専門高校入試（A 工業科） 11/1（木）～11/6（火） 11/10（土） 第1回目11/22（木）

第2回目1/15（火）

専門高校入試（B 工業科）（第1回） 11/1（木）～11/8（木） 11/14（水）～11/17（土） 11/24（土） 第1回目12/7（金）

のうち1日 第2回目1/15（火）

専門高校入試（B 工業科）（第2回） 11/26（月）～12/8（土） 12/15（土） 12/22（土） 1/15（火）

AO入試（第1期） 7/2（月）～8/4（土） 9/1（土）～9/11（火） 9/22（土） 第1回目10/2（火）

第2回目1/15（火）

AO入試（第2期） 8/18（土）～9/16（日） 10/1（月）～10/10（水） 10/20（土） 第1回目10/31（水）

第2回目1/15（火）

AO入試（第3期） 10/5（金）～11/22（木） 12/5（水）～12/12（水） 12/22（土） 1/15（火）

AO入試（第4期） 1/15（火）～3/5（水） 3/1（土）～3/14（金） 3/21（金） 3/28（金）

一般入試 1/7（月）～1/26（土） 2/2（土） 全学科 2/9（土） 2/18（月）

2/3（日） 全学科

2/4（月） 全学科　

受験日自由選択制

（センター利用入試A） 1/7（月）～2/2（土） 2/9（土） 2/18（月）

（センター利用入試B） 2/18（月）～3/12（水） 3/21（金） 3/28（金）



本
年
5
月
、
電
気
電
子
工
学

科
の
森
田
登
教
授
と
超
高
電
圧

研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
村
誠
介
教

授
が
、
電
気
学
会
か
ら
優
秀
技

術
活
動
賞
を
受
賞
し
た
。
同
一

大
学
か
ら
2
名
受
賞
し
た
こ
と

は
、
本
学
の
電
気
工
学
関
係
の

技
術
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

電
気
学
会
は
、
わ
が
国
の
電

気
工
学
発
展
の
た
め
に
明
治
21

年
榎
本
武
揚
を
初
代
会
長
と
し

て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在

の
活
動
は
、
技
術
標
準
（
規
格
）

の
制
定
・
改
定
、
変
化
す
る
工

業
技
術
の
現
状
調
査
と
将
来
展

望
の
ま
と
め
、
研
究
開
発
の
推

進
を
3
本
柱
と
し
て
い
る
。

森
田
教
授
の
受
賞
は
工
業
技

術
の
現
状
調
査
と
将
来
展
望
の

ま
と
め
に
関
し
て
与
え
ら
れ
た

も
の
で
、
学
会
内
約
3
0
0
の

委
員
会
の
中
か
ら
、
同
教
授
が

委
員
長
を
務
め
た
大
形
直
流
モ

ー
タ
の
委
員
会
他
6
つ
の
委
員

会
が
、
そ
の
技
術
活
動
を
評
価

さ
れ
、
受
賞
に
結
び
つ
い
た
。

技
術
活
動
評
価
は
、
委
員
会

が
作
成
・
発
行
し
た
技
術
報
告

書
の
当
該
技
術
分
野
へ
の
貢
献

度
に
よ
っ
て
判
定
す
る
。
同
教

授
の
場
合
、
わ
が
国
の
自
動
車

産
業
を
支
え
る
ス
チ
ー
ル
鋼
板

の
品
質
を
決
定
す
る
圧
延
用
モ

ー
タ
の
大
半
が
現
在
老
朽
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
モ
ー
タ
の

寿
命
診
断
と
延
命
化
の
技
術
を

集
大
成
し
た
と
こ
ろ
、
関
係
す

る
多
く
の
現
場
技
術
者
に
評
価

さ
れ
た
も
の
。

同
教
授
の
活
動
す
る
委
員
会

は
、
製
鉄
会
社
電
気
設
備
技
術

者
、
電
機
メ
ー
カ
ー
の
モ
ー
タ

設
計
者
お
よ
び
大
学
人
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
が
、
同
教
授
は
、

絶
縁
寿
命
の
診
断
技
術
と
老
朽

化
し
た
絶
縁
シ
ス
テ
ム
の
延
命

化
技
術
（
絶
縁
組
織
の
蘇
生
技

術
）
を
卒
業
研
究
な
ど
の
研
究

活
動
を
通
じ
て
、
継
続
中
で
あ

り
、
そ
の
研
究
成
果
を
、
自
ら

が
委
員
長
を
務
め
る
電
気
学
会

委
員
会
に
直
ち
に
反
映
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
は
本
学
の
研

情
報
工
学
専
攻
の
神
力
研
究

室
1
年
生
の
山
下
真
一
君
が
、

海
洋
音
響
学
会
の
2
0
0
7
年

度
研
究
発
表
会
に
お
い
て
「
優

秀
論
文
発
表
賞
」
を
受
賞
し
た
。

究
・
教
育
体
制
が
今
回
の
受
賞

を
支
援
し
た
と
も
言
え
る
。

ま
た
、
西
村
教
授
の
優
秀
技

術
活
動
賞
受
賞
は
通
算
3
回
目

で
、
今
回
は
電
力
系
統
配
電
ケ

ー
ブ
ル
の
試
験
法
に
関
す
る
調

査
研
究
成
果
に
対
し
て
で
あ
る
。

同
教
授
は
、
前
横
浜
国
立
大

学
教
授
で
、
本
年
4
月
に
本
学

超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に

着
任
し
た
。
主
な
研
究
分
野
は
、

電
力
系
統
外
部
絶
縁
、
電
線
・

ケ
ー
ブ
ル
や
各
種
電
気
設
備
の

絶
縁
と
そ
の
評
価
法
で
あ
る
。

今
回
の
受
賞
は
、
水
中
音
源
の

新
し
い
信
号
方
式
と
そ
の
特
性

を
明
ら
か
に
し
た
点
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

当
研
究
発
表
会
は
、
5
月
24

日
―
25
日
の
2
日
間
、
東
京
工

業
大
学
の
百
年
記
念
館
で
開
催

さ
れ
、
山
下
君
は
、
「
幅
広
巡
回

2
値
符
号
系
列
の
特
性
」
と
題

し
た
論
文
を
約
70
人
の
専
門
家

の
前
で
発
表
し
た
。
「
優
秀
論
文

発
表
賞
」
は
学
生
お
よ
び
若
手

研
究
者
（
35
歳
以
下
）
に
贈
ら

れ
る
名
誉
あ
る
賞
で
、
数
多
く

の
発
表
の
中
か
ら
た
っ
た
2
名

し
か
選
ば
れ
な
い
。

受
賞
後
、
同
君
は
次
の
様
に

語
っ
て
い
る
。「
今
ま
で
電
波
の

分
野
で
研
究
し
て
い
た
が
、
新

し
く
水
中
音
響
・
海
洋
音
響
の

分
野
で
も
応
用
で
き
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
我
々
の
考
え
て
い

る
理
論
が
幅
広
い
分
野
に
応
用

で
き
る
こ
と
が
発
見
で
あ
り
、

自
信
に
繋
が
っ
た
」。

ち
な
み
に
海
洋
音
響
学
会
は
、

1
9
7
3
年
（
昭
和
48
年
）
に

発
足
し
た
も
の
で
、
海
洋
音
響

に
関
す
る
技
術
の
調
査
お
よ
び

研
究
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
振
興
を
図
り
、
海
洋
開
発
の

促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
会
員
数
は
約
5

0
0
名
。

今
年
度
新
し
く
作
成
し
た
授

業
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
本
学
の
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も

に
、
全
国
の
工
業
系
高
等
学
校

に
配
布
し
て
出
前
授
業
の
案
内

を
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
出
前

授
業
の
実
施
は
早
々
と
4
月
27

日
か
ら
始
ま
り
、
7
月
末
ま
で

に
24
回
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
1
年
間
の
実
施
回
数
は
28

回
で
あ
っ
た
。
8
月
以
降
の
申

し
込
み
状
況
を
見
る
と
、
昨
年

の
実
績
を
相
当
上
回
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。

な
お
、
出
前
授
業
終
了
後
、

生
徒
並
び
に
高
校
教
員
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
今
、

分
析
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
既
に
高
等
学
校
側
か

ら
の
良
い
評
判
も
伝
わ
っ
て
き

て
い
る
。
引
き
続
き
本
学
教
職

員
の
協
力
を
得
な
が
ら
一
層
の

充
実
を
目
指
し
、
高
等
学
校
の

生
徒
・
先
生
方
の
期
待
に
沿
え

る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
。

工
業
教
育
研
究
所

高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

「
出
前
授
業
」
は
高
校
に
お
け
る

授
業
の
発
展
的
な
内
容
を
学
び

た
い
と
い
う
生
徒
の
希
望
に
応

え
、
大
学
教
育
へ
の
動
機
付
け

に
寄
与
し
て
い
る
と
好
評
を
得

て
い
る
。

現
在
ま
で
に
協
定
書
を
交
わ

し
た
高
等
学
校
51
校
は
次
の
通

り
で
あ
り
、
今
後
も
連
携
校
を

拡
げ
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

●
東
京
都
　
9
校

足
立
工
業
高
校
、
荒
川
工
業
高

校
、
蔵
前
工
業
高
校
、
杉
並
工

業
高
校
、
総
合
工
科
高
校
、
橘

高
校
、
安
田
学
園
、
日
本
工
業

い
を
有
し
て
い
る
。
日
本
工
業

大
学
の
建
学
理
念
を
考
え
る
と
、

本
学
と
工
業
高
校
の
関
係
は
強

い
。
ま
た
、
本
学
の
教

育
理
念
に
賛
同
す
る
普

通
高
校
へ
門
戸
を
開
放

す
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
本
学
は
、

関
東
近
県
の
高
等
学
校

と
連
携
し
、「
高
大
連
携

教
育
の
実
施
に
係
わ
る

協
定
」
を
結
び
、
年
間

を
通
じ
て
「
出
前
授
業
」、

「
も
の
づ
く
り
教
室
」
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。

大
学
教
育
あ
る
い
は
高
校
教

育
を
見
つ
め
た
と
き
、
大
学
と

高
校
の
接
続
は
重
要
な
意
味
合

大
学
付
属
東
京
工
業
高
校
、
工

芸
高
校

●
埼
玉
県
　
7
校
　
　

大
宮
工
業
高
校
、
浦
和
工
業
高

校
、
久
喜
工
業
高
校
、
三
郷
工

業
技
術
高
校
、
越
谷
総
合
技
術

高
校
、
浦
和
東
高
校
、
鷲
宮
高

校●
茨
城
県
　
13
校

水
戸
工
業
高
校
、
下
館
工
業
高

校
、
勝
田
工
業
高
校
、
総
和
工

業
高
校
、
つ
く
ば
工
科
高
校
、

高
萩
工
業
高
校
、
玉
造
工
業
高

校
、
日
立
工
業
高
校
、
大
宮
工

業
高
校
、
波
崎
高
校
、
江
戸
崎

総
合
高
校
、
常
陸
大
宮
高
校
、

取
手
第
一
高
校

●
栃
木
県
　
3
校

宇
都
宮
工
業
高
校
、
栃
木
工
業

高
校
、
那
須
清
峰
高
校

●
群
馬
県
　
5
校

高
崎
工
業
高
校
、
前
橋
工
業
高

校
、
太
田
工
業
高
校
、
館
林
商

工
高
校
、
桐
生
工
業
高
校

●
千
葉
県
　
8
校

千
葉
工
業
高
校
、
市
川
工
業
高

校
、
東
総
工
業
高
校
、
茂
原
樟

陽
高
校
、
京
葉
工
業
高
校
、
館

山
工
業
高
校
、
下
総
工
業
高
校
、

清
水
高
校

●
長
野
県
　
3
校

岩
村
田
高
校
、
箕
輪
工
業
高
校
、

上
田
千
曲
高
校

●
福
島
県
　
3
校

福
島
工
業
高
校
、
勿
来
工
業
高

校
、
会
津
工
業
高
校

工
業
教
育
研
究
所

高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
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皆
さ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
。

私
の
学
生
生
活

は
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
す
が
、

皆
さ
ん
は
、
良
い

学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す

か
。私

は
ア
フ
リ
カ
の
西
海
岸

で
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
で

あ
っ
た
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル

か
ら
来
ま
し
た
。
日
本
に
来

て
、
他
の
留
学
生
と
同
じ
く

日
本
語
を
学
ん
で
、
日
本
工

業
大
学
工
学
部
に
入
学
し
、

今
年
の
三
月
ま
で
菅
原
和
士

教
授
の
研
究
室
に
所
属
し
ま

し
た
。
研
究
を
す
る
こ
と
が

楽
し
く
て
、
大
学
院
に
進
学

し
ま
し
た
が
、
研
究
レ
ベ
ル

が
高
く
、
苦
労
し
た
と
い
う

思
い
が
強
い
で
す
。
私
の
研

究
は
地
球
環
境
問
題
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
を
解
決
す
る
一

つ
の
方
法
で
あ
る
燃
料
電
池

の
実
用
化
に
関
し
て
、
固
体

高
分
子
型
燃
料
電
池
の
作
製

と
そ
の
評
価
を
す
る
こ
と
で

し
た
。
環
境
問
題
と
言
え
ば
、

大
気
汚
染
物
質
で
あ
る
二
酸

化
炭
素
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
が
、
密
接
に
自
動
車
業
界

に
関
係
し
て
い
る
問
題
で
も

あ
り
ま
す
。

当
初
、
私
も
こ
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
科
学
者
な

ど
に
協
力
す
る
た
め
自
動
車

業
界
に
入
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分

に
自
信
が
あ
ま
り
無
か
っ
た

の
で
、
就
職
活
動
を
始
め
た

時
は
、
電
子
製
品
や
半
導
体

製
造
販
売
会
社
に
就
職
し
よ

う
と
し
ま
し
た
が
、
結
局
、

自
分
が
行
っ
て
い
た
研
究
と

関
連
の
あ
る
業
界
の
会
社

「
三
桜
工
業
株
式
会
社
」
に
入

社
し
ま
し
た
。
非
常
に
グ
ロ

ー
バ
ル
に
事
業
展
開
を
進
め

て
い
る
自
動
車
部
品
メ
ー
カ

ー
で
す
。
特
に
、
自
動
車
の

走
る
・
曲
る
・
止
ま
る
な
ど

を
支
え
る
製
品
か
ら
自
動
車

の
安
全
性
に
関
わ
る
製
品
の

開
発
お
よ
び
製
造
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
三

桜
工
業
株
式
会
社
の
技
術
開

発
部
に
配
属
さ
れ
、
自
動
車

の
二
酸
化
炭
素
排
出
低
減
と

良
い
燃
費
に
必
要
な
車
輌
配

管
の
材
料
な
ど
の
研
究
開
発

と
い
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

入
社
し
た
時
に
は
、
大
学

生
活
の
環
境
と
違
っ
て
ジ
ョ

ー
ク
が
出
来
な
い
環
境
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

社
内
で
会
話
に
使
っ
て
い
る

言
葉
が
私
に
と
っ
て
、
慣
れ

て
い
な
い
単
語
が
入
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。
「
今
ま
で
学
ん

だ
日
本
語
よ
り
、
も
っ
と
難

し
い
日
本
語
が
あ
る
の
だ
」

と
感
じ
ま
し
た
。

仕
事
で
は
、
分
か
ら
な
い

こ
と
や
製
品
開
発
中
の
ト
ラ

ブ
ル
が
山
ほ
ど
発
生
し
ま
す
。

そ
の
時
は
、
先
輩
、
あ
る
い

は
上
司
に
言
わ
れ
た
こ
と
に

従
う
だ
け
で
は
な
く
、
自
分

が
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
解
決
す
れ
ば
良

い
の
か
を
考
え
ま
す
。
開
発

製
品
の
評
価
に
は
、
高
レ
ベ

ル
の
分
析
装
置
を
使
用
し
て

い
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
分

析
装
置
の
使
用
を
自
分
自
身

が
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
も
出

来
ま
す
。

最
後
に
在
学
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
す
。
私
は
技
術
者

と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
、
自
分
自
身
の
成
長

が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
成
長
出
来

る
企
業
を
探
し
ま
し
た
。
将

来
自
分
が
、
ど
の
よ
う
に
成

長
し
た
い
の
か
を
よ
く
考
え
、

そ
れ
が
実
現
出
来
る
仕
事
を

見
つ
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、

自
分
の
夢
に
一
番
近
い
位
置

に
あ
る
企
業
を
探
し
て
下
さ

い
。
就
職
活
動
期
間
は
悩
み

の
多
い
時
期
だ
と
思
い
ま
す

が
、
自
分
の
能
力
や
適
性
が

活
か
せ
る
最
良
の
職
場
を
見

つ
け
て
下
さ
い
。

近事片々

●　先輩だより　●

Egni Hugues Herman
（エニ　ウグエマン）
国籍・コートジボワール

大学院工学研究科電気工学専攻修了
（平成19年3月）

三桜工業（株）技術開発部

グローバリゼーションの時代

電
気
学
会
か
ら
森
田
教
授
、
西
村
教
授
に

優
秀
技
術
活
動
賞

山
下
真
一
君
が
、
海
洋
音
響
学
会
で

優
秀
論
文
発
表
賞
を
受
賞

電気電子工学科教授
森田登

超高電圧研究センター長
教授　西村誠介

高
大
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
状
況

出
前
授
業
の
実
績
報
告

8
月
に
は
昨
年
実
績
を
越
え
る
好
調
な
出
足

「第3回本学卒業の現職教員の集い」開催ご案内

●日時 平成19年12月1日（土）午後2時～7時
●場所 東京ガーデンパレス（お茶の水）

〒113-0034 東京都文京区湯島1-7-5
JR・東京メトロ丸ノ内線／御茶ノ水駅　徒歩5分

●参加費 無料
●プログラム ◎研究協議会・研究発表

東京都大田区立大森第二中学校　濱川一彦氏
昭和第一学園高等学校　田辺登氏
◎講演会 「元気を出せ中小企業」
講師　政策研究大学院大学　教授　橋本久義氏
◎シャンソンコンサート
シャンソン歌手 パトリクヌジェ氏・朝倉まみ氏
本学手話サークル「Hand in Hand」
◎懇親会
本学ジャズバンドサークル「Bark Jazz Passion」

●主催 日本工業大学卒業現職教員の集い実行委員会
●後援 本学　工業教育研究所・教職教育センター

1 0480-33-7737 FAX 0480-33-7744
E-mail  akih@nit.ac.jp

●参加申込 住所、氏名、卒業年度・学科、勤務先学校をご記入の上、FAX
又はメールにてお申し込みください。

現在、約千余名の
本学卒業生が、全国
の小学校・中学校・
高等学校などで教職
に就いています。全
国的に多様な教育改
革が進む中、教員に
は新しい時代に対応
した見識や行動力が
求められています。
そこで、本学卒業の現職教員の皆さんの研修の一助にと、「第3回日

本工業大学卒業現職教員の集い」を企画しました。全国の同窓の教員
が集まり、各地区・学校の教育課題について意見交換を図り、交流を
深めたいと考えています。どうぞ奮ってご参加ください。

1 4/27（金） 昭和第一学園 ドラえもんの夢ー身の回りのやさしい科

学ー

2 5/ 1（火） 茨城県立つくば工科高等高校 田園計画へのプロローグ

3 5/12（土） 埼玉県立越谷総合技術高等高校 かけ引きの科学

4 5/12（土） 埼玉県立越谷総合技術高等高校 新しい機械エネルギー超音波のふしぎー

5 5/17（木） 茨城県立土浦工業高等高校 自動車エンジンの作り方

6 5/31（木） 長野県箕輪工業高等高校 進路ガイダンス

7 6/ 2（土） 杉並学院中学高等学校 挑戦!次世代ロボット

8 6/19（火） 埼玉県立幸手高等学校 コンピュータグラフィックスのしくみ

9 6/19（火） 茨城県立つくば工科高等学校 放送技術の進歩ー過去・現在そして未

来へー

10 6/20（水） 埼玉県立白岡高等高校 コンピュータと人が仲良くする技術のお

話

11 6/25（月） 千葉県立清水高等高校 風車で作るクリーンエネルギー

12 6/28（木） 埼玉県立草加高等学校 音声生成の物理学とシミュレーション

13 7/ 6（金） 群馬県立前橋工業高等高校 挑戦! 次世代ロボット

14 7/ 7（土） 日本工業大学附属東京工業高等学校 新しい機械エネルギー超音波のふしぎー

15 7/ 7（土） 日本工業大学附属東京工業高等学校 超微細な物作り技術を使った製品ＶＳ

私達の能力

16 7/ 7（土） 日本工業大学附属東京工業高等学校 空間を分ける/つなげる（建物の空間構

成を考える）

17 7/ 7（土） 日本工業大学附属東京工業高等学校 車の安全を“チーム”として考えよう

18 7/ 7（土） 日本工業大学附属東京工業高等学校 コンピュータと人が仲良くする技術のお

話

19 7/10（火） 東京都立練馬工業高等学校 音声の聴覚と機能について

20 7/12（木） 東京都立荒川工業高等学校 新幹線を支える新しいトロリ線

21 7/17（火） 東京都立荒川工業高等学校 「赤い光・青い光―半導体の魅力」

22 7/20（金） 新潟県立新潟工業高等学校 異文化を解き明かす―住まいの見聞録/

教養としての建築―

23 7/26（木） 山形県立寒河江工業高等学校 3次元CADを学ぶ

24 7/31（火） 秋田県立横手青陵学院高等学校 平行二輪車「セグウエイ」で体感するロ

ボット制御の基礎

出前授業実施状況　4月～7月
実施日 実施高校 題目 実施日 実施高校 題目

山下真一君と指導の神力教授

高校生ものづくりコンテスト

（

）

（

）

シャンソンコンサートで朝倉まみ氏と歌う「Hand in Hand」（昨年の様子）



卒業後30年、20年、10年の皆様

11/3 第8回 ホームカミングデーにどうぞ!
完全分煙が実施されて、5ヶ月

が経過した。館内での喫煙は完
全になくなったように見受けら
れる。しかし、館外の喫煙につ
いては、歩行中の喫煙やタバコ
のポイ捨てなどが依然として目
立っている。喫煙ルールやマナ
ーを守って気持ち良く生活した
いものである。そのためには、
学生諸君一人ひとりが、喫煙ル
ールとマナーを守ると同時に、
職員が喫煙ルールやマナー違反
している学生を見かけた際、注
意と指導をお願いしたい。

（学生支援課）

ホームカミングデーが、若杉祭2
日目の11月3日（土）に開催される。
卒業後10年毎の節目の皆さんにお集
まりいただくこの企画も今年で8回
目。当日は、10時30分から受付、
11時から博物館・各センターを中心
とした学内見学ツアー、15時からは、
懇親パーティを行う。大好評の抽選
会では盛り沢山の景品を用意。ご家
族連れでの参加も歓迎している。是
非とも皆さまお声を掛け合って、旧
友や現旧教職員と楽しいひと時を過
ごしていただきたい。
（ホームカミングデー実行委員会）

7
月
14
日
（
土
）
の
工
友
会

評
議
員
会
に
引
続
き
、
翌
15
日

（
日
）
に
工
友
会
総
会
が
本
学
学

友
会
館
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

た
。
4
月
15
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
た
臨
時
総
会
後
の
初
め
て

の
総
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

台
風
4
号
が
関
東
地
方
に
接
近

す
る
と
い
う
悪
条
件
に
も
係
わ

ら
ず
、
約
40
名
の
会
員
の
参
加

が
あ
り
、
活
発
な
討
論
が
行
わ

れ
た
。

総
会
で
は
、
渡
辺
治
雄
前
工

友
会
会
長
か
ら
上
程
さ
れ
た
会

長
経
験
者
4
名
の
新
役
員
が
承

認
さ
れ
た
。

こ
の
役
員
と
10
名
の
理
事
候

補
で
構
成
す
る
役
員
会
は
、
会

長
呑
澤
功
、
副
会
長
高
橋
康

一
・
藤
田
公
雄
が
就
任
し
、
一

年
間
を
か
け
て
会
則
の
見
直
し

な
ど
、
工
友
会
の
第
二
世
紀
に

向
け
て
の
運
営
、
新
体
制
の
構

築
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

活
動
の
継
続
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
こ
と
に
対
し
心
よ
り
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

ま
た
、
支
部
か
ら
大
学
に
対

し
、
記
念
品
と
し
て
「
時
計
」

の
目
録
と
七
宝
焼
の
「
レ
リ
ー

フ
」
が
贈
呈
さ
れ
た
。

群
馬
県
支
部
の
益
々
の
発
展

と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
す
る
。

現
在
、
全
国
23
会
場
で
後
援

会
主
催
に
よ
る
「
地
域
別
教
育

懇
談
会
」
を
開
催
中
で
あ
る
。

日
程
は
別
表
の
通
り
。
参
加
い

た
だ
い
た
ご
父
母
の
皆
様
に
は
、

ご
子
息
・
ご
子
女
の
成
績
表
を

も
と
に
教
員
と
個
別
面
談
を
行

っ
て
い
る
。
ど
ん
な
こ
と
で
も

ご
相
談
い
た
だ
け
る
の
で
、
是

非
と
も
積
極
的
に
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
星
野
坦

之
教
授
が
、
日
本
画
像
学
会
功

労
賞
を
受
賞
し
た
。
20
年
に
わ

た
る
理
事
と
し
て
の
学
会
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
製
の
プ
リ
ン
タ

は
世
界
市
場
の
中
で
か
な
り
大

き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
、
重
要
な

輸
出
製
品
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
る
。
同
学
会
は
、
前
身
の
日

本
電
子
写
真
学
会
の
頃
か
ら
、

我
が
国
の
複
写
機
、
プ
リ
ン
タ

技
術
の
牽
引
役
を
担
っ
て
き
た
。

同
教
授
は
、
プ
リ
ン
タ
の
記

録
や
画
像
処
理
技
術
に
お
け
る

先
端
的
な
研
究
者
と
し
て
学
会

で
活
動
す
る
と
と
も
に
、
理
事

の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
職
を

務
め
、
同
学
会
の
活
動
に
貢
献

し
て
き
た
。

例
え
ば
、
学
会
誌
の
編
集
委

員
長
を
務
め
た
際
に
は
、
ア
ジ

ア
各
国
の
有
力
な
研
究
所
を
紹

介
す
る
と
い
う
企
画
を
立
案
し
、

好
評
を
得
た
。
ま
た
、
国
際
交

流
委
員
と
し
て
も
活
躍
。
特
に

委
員
長
と
し
て
ア
ジ
ア
地
域
に

お
け
る
研
究
者
の
技
術
交
流
に

国
際
会
議
な
ど
を
通
し
て
大
い

に
貢
献
し
た
。
さ
ら
に
は
、
18

年
に
わ
た
り
中
国
と
共
催
の
国

際
会
議
の
組
織
委
員
も
務
め
た
。

同
教
授
は
抱
負
と
し
て
「
今

後
も
こ
の
技
術
の
領
域
で
研
究

を
進
め
、
特
に
中
国
や
タ
イ
を

は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
地
域
の

国
々
と
の
技
術
交
流
を
一
層
進

め
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
本
学
に
と
っ

て
も
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
優
秀
な

留
学
生
受
け
入
れ
と
い
う
点
で
、

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
実

際
に
星
野
研
究
室
を
覗
い
て
み

る
と
、
多
く
の
留
学
生
が
、
熱

心
に
研
究
に
取
組
ん
で
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
任
用
】（
9
月
1
日
付
）

◆
大
島
　
康
彰
教
授
（
機
械
工
学

科
）
昭
和
28
年
2
月
2
日
生
ま
れ
。

昭
和
55
年
3
月
千
葉
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
修
士
課
程
工
業
意
匠

学
専
攻
修
了
。
前
北
海
道
情
報
大

学
教
授
。

【
退
職
】

（
4
月
30
日
付
）
◆
原
田
隆
事
務
職

員
（
総
務
部
総
務
課
）

（
6
月
30
日
付
）
◆
渡
辺
高
幸
准
教

授
（
機
械
工
学
科
）

（
8
月
31
日
付
）
◆
杉
本
賢
広
事
務

職
員
（
教
務
部
入
試
室
）

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
7
／
27

〜
30
）
／
目
的
＝
平
成
19
年
度
留

学
フ
ェ
ア
ー
（
台
湾
）
に
お
け
る

学
生
募
集
活
動
◆
藤
野
充
平
教
授

（CA
D/CA

M
/CA

E

演
習
室
）
／
出

張
先
＝
米
国
（
7
／
29
〜
8
／

4
）
／
目
的
＝
5
回A

SM
E/JSM

E

合
同
流
体
工
学
会
議
参
加
◆
劉

講
師
（
留
学
生
別
科
）
／
出
張

先
＝
台
湾
（
7
／
27
〜
30
）
／
目

的
＝
平
成
19
年
度
留
学
フ
ェ
ア
ー

（
台
湾
）
に
お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
三
好
和
壽
教
授
（
先
端
材
料
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝

米
国
（
8
／
3
〜
18
）
／
目
的
＝

ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
ン
パ
ニ
ー
の
た
め
の
タ
ン
グ
ス

テ
ン
フ
ォ
イ
ル
に
関
す
る
調
査
◆

廣
澤
史
彦
講
師
（
共
通
教
育

系
）
／
出
張
先
＝
ト
ル
コ
（
8
／

9
〜
20
）
／
目
的
＝
第
6
回
国
際

解
析
学
会
会
議
（
I
S
A
A
C
）

へ
の
参
加
と
講
演
◆
市
川
泰
弘
准

教
授
（
共
通
教
育
系
）
／
出
張

先
＝
カ
ナ
ダ
（
8
／
12
〜
9
／

6
）
／
目
的
＝
平
成
19
年
度
カ
ナ

ダ
英
語
研
修
引
率
◆
平
岡
麻
里
講

師
（
共
通
教
育
系
）
／
出
張
先
＝

カ
ナ
ダ
（
8
／
12
〜
9
／
6
）
／

目
的
＝
平
成
19
年
度
カ
ナ
ダ
英
語

研
修
引
率
◆
黒
津
高
行
教
授
（
建

築
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ン
ボ
ジ

ア
・
タ
イ
（
8
／
17
〜
25
）
／
目

的
＝
特
別
研
究
平
成
19
年
度
教

育
・
学
習
方
法
等
改
善
支
援
「
現

場
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
国
際
協
力

建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
◆
成
田
剛

准
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張

先
＝
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
タ
イ
（
8
／

17
〜
25
）
／
目
的
＝
特
別
研
究
平

成
19
年
度
教
育
・
学
習
方
法
等
改

善
支
援
「
現
場
体
験
を
通
し
て
学

ぶ
国
際
協
力
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

◆
伊
藤
庸
一
教
授
（
建
築
学
科
）
／

出
張
先
＝
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
8
／
20

〜
25
）
／
目
的
＝
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

風
土
と
デ
ザ
イ
ン
調
査
◆
星
野
坦

之
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
タ
イ
（
8
／
28
〜
9
／

1
）
／
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大
学
と
の
研
究
打
ち
合
せ
他

▼
6
月
29
日
は
、
学

園
創
立
百
周
年
を
記

念
す
る
式
典
お
よ
び

祝
賀
会
を
大
勢
の
来

賓
を
お
招
き
し
て
、

無
事
終
了
で
き
た
。

同
慶
の
至
り
で
あ
る
。

こ
の
日
を
学
園
第
二

世
紀
へ
の
新
た
な
る
出
発
の
日

と
し
て
位
置
づ
け
、
今
後
と
も

工
学
教
育
の
理
想
を
求
め
て
邁

進
し
た
い
。

▼
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
中

村
修
二
氏
に
よ
る
講
演
会
が
6

月
30
日
に
あ
り
「
青
色
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
開
発
秘
話
」
を
テ
ー

マ
に
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

主
催
は
本
学
卒
業
生
で
組
織
す

る
「
工
友
会
」
で
、
同
じ
く
学

園
創
立
百
周
年
を
記
念
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
学
生
は
も
と
よ

り
、
地
域
住
民
約
5
0
0
名
が

参
加
し
た
。
兄
上
が
本
学
の
O

B
で
あ
る
同
氏
は
わ
ざ
わ
ざ
ア

メ
リ
カ
で
の
日
程
を
調
整
し
て

実
現
し
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
、

開
催
に
尽
力
し
た
「
工
友
会
」

に
は
大
学
と
し
て
多
い
に
感
謝

し
た
い
。

（
F
）

7
月
5
日
（
木
）
・
6
日
（
金
）

の
2
日
間
に
わ
た
り
、
宮
代
町

立
須
賀
中
学
校
2
年
生
の
女
子

生
徒
4
名
が
、
社
会
体
験
学
習

「
2
d
a
y
s
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
に
続
き
本

学
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ

ー
食
堂
で
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
「
生
徒
1
人
ひ
と
り

が
働
く
こ
と
の
尊
さ
を
知
る
と

共
に
、
自
ら
の
進
路
に
つ
い
て

宮
代
町
立
須
賀
中
学
生
、

本
学
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
食
堂
で
体
験
学
習

「
2
d
a
y
s
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

も
更
に
深
く
学
び
と
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
」
と
の
目
的
を

も
っ
て
、
須
賀
中
学
校
で
は
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
る
も
の
で

あ
り
、
派
遣
事
業
所
の
一
つ
と

し
て
本
学
の
食
堂
が
指
定
さ
れ

て
の
実
施
で
あ
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
職
員
と

と
も
に
朝
礼
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

大
量
の
皿
洗
い
、
ご
飯
盛
り
、

配
膳
等
、
不
安
と
緊
張
を
抱
き

な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
打
ち
込

ん
で
い
た
。
昼
食
時
に
は
本
学

学
生
や
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
と
明
る
く
談
笑
す
る

女
子
中
学
生
4
人
の
姿
が
見
ら

れ
た
。

2
日
間
の
体
験
を
終
え
て
間

も
な
く
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
た

が
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ス
タ

ッ
フ
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
働

く
こ
と
の
大
変
さ
や
楽
し
さ
が

素
直
に
書
か
れ
て
い
た
。

生
徒
た
ち
は
、
わ
ず
か
2
日

間
で
は
あ
っ
た
が
、
普
段
の
学

校
で
の
学
習
で
は
得
ら
れ
な
い
、

貴
重
な
体
験
を
し
た
事
で
あ
ろ

う
。

5
月
26
日
（
土
）
、
高
崎
ビ
ュ

ー
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
「
群
馬

県
支
部
創
立
30
周
年
記
念
祝
賀

会
」
が
挙
行
さ
れ
た
。

会
に
は
川
島
後
援
会
長
、
柳

澤
学
長
、
林
総
務
課
長
も
参
加

し
記
念
す
べ
き
三
十
周
年
を
支

部
会
員
の
皆
様
と
共
に
祝
っ
た
。

同
支
部
は
昭
和
51
年
8
月
29

日
に
設
立
。
以
来
、
30
年
間
、

支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員

の
皆
様
に
は
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦

労
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
支
部
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

後
援
会
だ
よ
り

―
群
馬
県
支
部
30
周
年
祝
と「
地
懇
」
―

※開催日および会場は、都合により変更となる場合がある。詳しいご案内は各支部（支部のな
い地域は本部）より各会員宅に郵送されるので、ご確認いただきたい。

平成19年度地域別教育懇談会開催日程（予定）

開催日 主催 開催都市 開催会場 対象地域

9月 1日（土） 福島県 郡山市 清稜山倶楽部 福島県

〃 蔵王 山形市 オーヌマホテル 山形県・宮城県

9月 2日（日） 群馬県 前橋市 マーキュリーホテル 群馬県

〃 近畿 尼崎市 ホップインアミング
大阪府・兵庫県・京都府

奈良県・和歌山県・滋賀県

〃 千葉県 千葉市 プラザ菜の花 千葉県

〃 栃木県 宇都宮市 ホテル丸治 栃木県

9月 8日（土） 北陸 金沢市 金沢都ホテル 富山県・石川県・福井県

〃 秋田県 秋田市 協働大町ビル 秋田県

9月 9日（日） 山梨県 春日井町 ホテル春日居 山梨県

〃 東中国 津山市 津山国際ホテル 岡山県・鳥取県

〃 西中国 岩国市 岩国国際観光ホテル 広島県・山口県・島根県

〃 岩手県 盛岡市 南部会館サザンパレス 岩手県

〃 茨城県 水戸市 京成ホテル 茨城県

9月15日（土） 青森県 青森市 青森国際ホテル 青森県

〃 沖縄県 那覇市 琉球サンロイヤルホテル 沖縄県

9月16日（日） 新潟県 長岡市 長岡グランドホテル 新潟県

〃 静岡県 静岡市 清水テルサ 静岡県

〃 東海 名古屋市 中京大学文化市民会館 愛知県・岐阜県・三重県

〃 長野県 長野市 ホテル信濃路 長野県

9月23日（日） 本部（北海道）札幌市 ホテルサンルート札幌 北海道

〃 本部（九州） 博多市 サンライフホテル１ 九州

9月24日（月・祝）本部（四国） 高知市 ホテルサンルート高知 四国

9月30日（日） 本部（近県） 宮代町 大学キャンパス 東京都・埼玉県・神奈川県

抽選会で賞品を受けとるOB（昨年の様子）

パーティの前に参加者全員で記念撮影（昨年の様子）

第11回スターリングテクノ
ラリーが11月17日（土）に開
催される。本競技は、低公害
で熱効率の高い自作スターリ
ングサイクル機器の性能とア
イデアを競うもので、人間乗
車クラス、宙返り耐久ミニク
ラス、ヤングクラス、RC（無
線操縦）クラス、クーラクラ
スなど7つの種目がある。昨年
は高校生を中心に、小学生か
ら社会人まで全国から219台
が参加し、秋晴れの中、熱戦
が繰り広げられた。今年も多
くの参加が期待される。

シ
ス
テ
ム
工
学
科
　
星
野
教
授

日
本
画
像
学
会
功
労
賞
を
受
賞

システム工学科
教授　星野　坦之

スターリングテクノラリー開催（昨年の様子）

人
事
異
動

国
外
出
張
（
7
月
〜
8
月
）

編 集 後 記

喫煙ルール・マナー
遵守にご協力を！
喫煙ルール・マナー
遵守にご協力を！

工
友
会
総
会
開
催

11／17（土）今年も本学で開催

第11回 スターリングテクノラリー第11回 スターリングテクノラリー




